
広報さかえをスマートフォンで！広報さかえをスマートフォンで！
　広報さかえは、マチを好きになるアプリ『マチイロ』や、
インターネットサイト「マイ広報紙」で読むことができます。

毎月１日発行　編集 ･ 発行／栄町企画政策課
〒 270-1592　千葉県印旛郡栄町安食台１丁目２番　TEL 0476-95-1111( 代 )

町 HP へ Vol.818
1111月号月号
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ドラム自然楽校が開校しました！ドラム自然楽校が開校しました！
ドラゴンカヌーを体験。みんなで新米のドラゴンカヌーを体験。みんなで新米の
おにぎりを食べました。【関連 P.16】おにぎりを食べました。【関連 P.16】

　【主な内容】
●認知症になっても住み慣れた地域で生活を続けるために
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P ２・３
●集団特定健康診査・後期高齢者健康診査のお知らせ・・・P ４
●インフルエンザ予防接種費用の一部を助成します！・・・P ５
●令和元年度決算の状況・・・・・・・・・・・・・・P ６・７
●令和３年度保育園・認定こども園の新規入園の申込み開始 P10
●栄町に住んでいただくため定住・移住を推進しています・P11
●住宅防火対策は大丈夫ですか？・・・・・・・・・・・・P12
●第６回栄町子ども模擬議会を開催します・・・・・・・・P14
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65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
認
知
症
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身
が
認
知

症
に
な
っ
た
と
き
の
備
え
に
も
な
り
ま
す
。
地
域
で
支
え
合
え
る
優
し
い
町
づ
く
り
を
認
知

症
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

健
康
介
護
課　
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認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

　
　
　
　
地
域
で
生
活
を
続
け
る
た
め
に

　
　
　
　
地
域
で
生
活
を
続
け
る
た
め
に

認
知
症
を
理
解
し
よ
う

認
知
症
を
理
解
し
よ
う

　

認
知
症
は
記
憶
力
や
判
断
力

な
ど
が
少
し
ず
つ
低
下
し
、
日

常
生
活
に
支
障
が
出
る
脳
の
病

気
で
す
。

　

認
知
症
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
に
は
、
家
族
や
周
囲
の
人

た
ち
が
認
知
症
の
初
期
症
状
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

よ
く
物
を
探
し
て
い
る
、
同

じ
事
を
何
度
も
聞
く
よ
う
に
な

っ
た
な
ど
の
症
状
を
年
齢
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

ふ
と
心
配
に
な
っ
た
り
、
も

し
か
し
て
と
思
っ
た
ら
気
軽
に

相
談
で
き
る
場
所
と
し
て
、「
オ

レ
ン
ジ
サ
ロ
ン
さ
か
え
」（
認

知
症
カ
フ
ェ
）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
が
認
知
症
の
症

状
、
対
応
の
仕
方
の
ほ
か
、
適

切
な
相
談
機
関
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

も
し
か
し
て
？
と
思
っ
た
ら
ま
ず
相
談

も
し
か
し
て
？
と
思
っ
た
ら
ま
ず
相
談

〇
オ
レ
ン
ジ
サ
ロ
ン
さ
か
え

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

ロ
ビ
ー

日　

時

　

第
３
金
曜
日

　

10
時
か
ら
12
時

認
知
症
の
段
階
と

認
知
症
の
段
階
と

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
何
も

で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
進
行
の
ス
ピ
ー
ド
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

増
え
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
は
認
知
症
の
ど
の
症
状

に
当
て
は
ま
る
の
か
、
確
認
す

る
際
に
（
表
１
）
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
利
用
で
き
る

主
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

（
表
２
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

　

役
割
と
養
成
講
座

　

役
割
と
養
成
講
座

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
知

り
、
理
解
す
る
た
め
に
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何

か
特
別
な
こ
と
を
行
う
人
で
は

な
く
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を

温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
応

援
者
で
す
。

　

養
成
講
座
は
、
小
学
校
や
地

域
の
サ
ロ
ン
、「
オ
レ
ン
ジ
サ

ロ
ン
さ
か
え
」
な
ど
で
開
催

し
、
現
在
、
栄
町
に
は
、
２
，

３
２
６
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
か
た
に
受

講
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
ぐ
る

み
で
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族

を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印

と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

配
付
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
に

は
手
作
り
の
ロ
バ
隊
長
を
合
わ

せ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
ち

の
中
で
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

▲オレンジサロンの様子

◀
ロ
バ
隊
長

▲オレンジリング
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認
知
症
に
関
す
る

認
知
症
に
関
す
る

　
　
　
　
　

相
談
窓
口

　
　
　
　
　

相
談
窓
口

●
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る

ほ
か
、
権
利
擁
護
な
ど
の
業
務

を
行
い
ま
す
。

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

　

役
場
１
階
西
側
庁
舎

　


95-

１
５
１
０

（表１）

（表 2）

栄
町
安
心
カ
ー
ド
に

栄
町
安
心
カ
ー
ド
に

　
　
　
　

ご
登
録
を
！

　
　
　
　

ご
登
録
を
！

　

事
故
や
病
気
な
ど
の
緊
急
時

に
お
い
て
、
ス
ム
ー
ズ
で
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
情
報
を
登
録
し

た
カ
ー
ド
で
す
。

　

近
年
の
救
急
業
務
で
は
、
か

か
り
つ
け
病
院
や
家
族
の
連
絡

先
な
ど
が
、
重
要
な
情
報
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
次
の
方
々
に
に
お
勧

め
し
ま
す
。

①
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

②
高
齢
者
世
帯
の
方

③
障
が
い
や
持
病
（
ア
レ
ル
ギ

　

ー
や
慢
性
的
な
疾
患
）
の
あ

　

る
方

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
登
録
は
無
料
で
す
。

登
録
方
法

　

消
防
本
部
、ま
た
は
役
場（
健

康
介
護
課
、
福
祉
・
子
ど
も

課
、
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
）
の

窓
口
に
あ
る
交
付
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
各
窓
口

で
お
預
か
り
し
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

問
合
せ

　

消
防
総
務
課
警
防
班

　


95-

８
９
８
２

　

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

在
宅
介
護
に
関
す
る
総
合
的

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

24
時
間
対
応

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

栄
白
翠
園
内

　


95-

８
９
４
１

●
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
疾
患
に
関
す
る
診
断
、

治
療
、
専
門
医
療
相
談
な
ど

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

８
時
30
分
か
ら
17
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
、
創
立

利用できるサービス

●健康介護課　　 33-7709

　・緊急通報装置の貸出

　　ひとり暮らしの高齢者の方に、簡単な操作で緊急事態を通報で

　きる装置を貸出します。所得に応じて自己負担金があります。

　・徘徊探知機（GPS 装置）の貸出

　　徘徊する高齢者などの居場所を早期に発見できる、衛星回線

　（GPS）を利用した機器を貸出ます。対象は、介護認定を受け

　ている人です。利用料などがかかります。

●福祉・子ども課　　 33-7707

　・福祉タクシー利用助成券

　　65 歳から 79 歳のひとり暮らしの方および 80 歳以上の方、

　要介護１以上の認定を受けている方に、タクシー料金の半額　

　（限度額 1,000 円）を助成するタクシー利用券を交付します。

　

記
念
日
除
く
）

　

日
本
医
科
大
学

　

千
葉
北
総
病
院
内　

　

99-

１
１
１
１

●
ち
ば
認
知
症
相
談
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー
（
電
話
相
談
）　

　

月
・
火
・
木
・
土
曜
日　

　

10
時
か
ら
16
時

　


＃
７
１
０
０

　
　
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定

　
　

電
話
か
ら
の
み
）

　


０
４
３-

２
３
８-　
　
　

　
　

７
７
３
１
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対
象
者

　

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

50
歳
以
上
に
な
る
方

検
査
内
容　

血
液
検
査

申
込
み　

不
要

費　

用　

１
，	

７
０
０
円

日
程
・
会
場
・
受
付
時
間

　

別
表
の
と
お
り

※
「
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
」
お

　

よ
び
「
前
立
腺
が
ん
検
診
」

　

を
当
日
申
込
み
さ
れ
る
方

　

は
、
検
査
当
日
に
氏
名
・
住

　

所
・
生
年
月
日
の
確
認
で
き

　

る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証

　

な
ど
）
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

前
立
腺
が
ん

前
立
腺
が
ん

　
　

検
診
の
お
知
ら
せ

　
　

検
診
の
お
知
ら
せ

◎
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
（
Ａ
Ｂ

　

Ｃ
検
診
）
と
は

　

血
液
検
査
で
ピ
ロ
リ
菌
の
抗

体
と
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
を
測
定

し
、
胃
の
粘
膜
の
状
態
を
調

べ
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
（
可
能

性
）
を
判
定
し
ま
す
。

※
胃
が
ん
そ
の
も
の
を
見
つ
け

　

る
検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

　

30
歳
以
上
の
者

　

但
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

①
胃
の
切
除
（
胃
が
ん
・
胃
潰

　

瘍
な
ど
の
手
術
）
を
し
た
方

②
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
を
行
っ
た

　

事
が
あ
る
方
（
現
在
、
過
去

　

に
除
菌
治
療
を
受
け
、
除
菌

　

に
成
功
し
た
方
）

③
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤

　
（
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る

　

薬
）
服
薬
中
（
２
ヶ
月
以
内
）

　

の
方

検
査
内
容　

血
液
検
査

費　

用　

１
，
０
０
０
円

申
込
み　

不
要

日
程
・
会
場
・
受
付
時
間

　

別
表
の
と
お
り

※
町
の
助
成
に
よ
り
胃
が
ん
リ

　

ス
ク
検
診
を
受
診
で
き
る
の

　

は
、
生
涯
１
回
の
み
と
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
き
ま
す
。

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）
の

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
さ
れ
る
皆
様
も
感
染
拡

大
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
程
・
会
場
・
受
付
時
間　

　

別
表
の
と
お
り

〇
対
象
者
へ
は
、
本
年
８
月
に

　

案
内
文
・
受
診
票
な
ど
を
ご

　

自
宅
へ
郵
送
し
て
い
ま
す
の

　

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
同
会
場
で
、
胃
が
ん
リ
ス
ク

　

検
診
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）、
前

　

立
腺
が
ん
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　

検
査
※
成
人
男
性
の
風
し
ん

　

抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

※
成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検

　

査
対
象
者
へ
は
、
本
年
５
月

　

に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送

　

し
て
い
ま
す
。
検
査
を
ご
希

　

望
の
方
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

　

券
を
ご
持
参
の
上
、
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

健
康
介
護
課

　
　

健
康
推
進
班
⑤
番
窓
口　
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集
団
特
定
健
康
診
査
・

集
団
特
定
健
康
診
査
・

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

　別表　　　　　　　　 

各種健診・検診・検査 受付時間 会　場
日　　程

【対象地区】★安食台【対象地区】★安食台以外

集団特定健診・後期高齢者健診 8 時 30分から　11時 30分 ふれあい

プラザ

さかえ

12月 2日㈬、

3日㈭

4日㈮

5日㈯

12月 8日㈫

9日㈬

10日㈭

11日㈮

風しん抗体検査
9 時 10分から
　11時 30分

胃がんリスク検診
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査

★お願い　密を防ぐため、地区により日程を指定させていただきましたので、
　　　　　なるべく指定日に受診されますようご協力をお願いします。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
気

付
か
ず
に
放
置
す
る
と
、
慢
性

肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
肝
が
ん
に

進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
治
療
を
す
る
こ
と

で
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
検
査
で
早
期
に
発

見
し
、
早
期
に
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

対
象
者

①
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳（
令

　

和
３
年
３
月
末
現
在
）
の
方

　

で
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

　

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

②
41
歳
以
上
の
方
で
、
過
去
に

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け

　

た
こ
と
が
な
い
方

通　

知

①
の
対
象
者
に
は
、
11
月
中
旬

　

に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

②
に
該
当
し
希
望
さ
れ
る
方

　

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
申
込
み
不
可
）

検
査
内
容　

　

血
液
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）

費　

用　

無
料

日
程
・
会
場
・
受
付
時
間　

　

別
表
の
と
お
り　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

　
　

受
け
ま
し
ょ
う
！

　
　

受
け
ま
し
ょ
う
！



5 広報さかえ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　

感
染
症
関
連
情
報

　
　
　

感
染
症
関
連
情
報

　
　
　
　

　
　
　
　
（（
1010
月月
2020
日
現
在
）

日
現
在
）

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

　

同
時
流
行
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

～
ご
自
身
の
み
な
ら
ず
、
大

事
な
家
族
や
友
人
、
隣
人
の
命

を
守
る
た
め
に
～

①
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

※
感
染
を
自
覚
し
て
い
な
い
場

　

合
に
、
自
分
が
周
り
に
う
つ

　

さ
な
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

②
こ
ま
め
な
手
洗
い
（
手
指
消

　

毒
）
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

※
外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時
や
調

　

理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど
こ

　

ま
め
に
石
鹸
で
手
を
洗
い
ま

　

し
ょ
う
。

※
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
ま
し

　

ょ
う
。

※
洗
っ
て
い
な
い
手
で
、
目
や

　

鼻
、
口
な
ど
を
触
ら
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
３
密
を
避
け
る
対
策
を
取
り

　

ま
し
ょ
う

　

ご
自
身
に
合
っ
た
「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
引
き
続
き
実
践

く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び

治
療
薬
が
開
発
段
階
の
中
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
同
時
に
流

行
し
た
際
、
妊
婦
お
よ
び
生
後

６
か
月
か
ら
小
学
２
年
生
に
つ

い
て
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
町
で
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
に
つ
い
て
対
象
者

を
拡
大
し
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

接
種
日
時
点
で
栄
町
に
住
民

票
が
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
の
方

①
妊
娠
中
の
女
性
（
妊
娠
届
を

　

提
出
さ
れ
て
い
る
方
）

②
生
後
６
か
月
か
ら
中
学
校
３

　

年
生

対
象
接
種
期
間

　

令
和
２
年
10
月
１
日
㈭
か
ら

令
和
３
年
１
月
31
日
㈰
ま
で

〇
医
療
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

助
成
回
数
と
助
成
額

〇
妊
娠
中
の
女
性
お
よ
び
13
歳

　

か
ら
中
学
校
３
年
生

　

一
人
に
つ
き
１
回
ま
で

　

１
回
２
，
０
０
０
円

〇
生
後
６
か
月
か
ら
13
歳
未
満

　

一
人
に
つ
き
２
回
ま
で

　

１
回
２
，
０
０
０
円

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
を
助
成
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
を
助
成
し
ま
す
！

※
支
払
金
額
が
上
限
で
す
。

助
成
方
法

　

接
種
後
に
必
要
書
類
を
添
付

し
て
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
後

日
指
定
口
座
に
お
振
込
み
い
た

し
ま
す
。

必
要
書
類

①
栄
町
妊
婦
等
の
イ
ン
フ
ル
エ

　

ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
金

　

支
給
申
請
書
兼
請
求
書

②
予
防
接
種
費
用
の
領
収
書

③
接
種
を
受
け
た
医
療
機
関
の

　

名
称
・
接
種
日
・
ワ
ク
チ
ン

　

の
種
類
が
わ
か
る
も
の
（
母

　

子
健
康
手
帳
の
写
し
可
）

④
預
金
通
帳
の
写
し
な
ど
振
り

　

込
み
口
座
の
わ
か
る
も
の

※
申
請
の
締
め
切
り
は
、
令
和

　

３
年
３
月
31
日
㈬
必
着
で

　

す
。（
郵
送
可
）

そ
の
他

　

対
象
者
の
方
に
は
、
お
知
ら

せ
と
申
請
書
を
郵
送
済
み
で

す
。
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
窓
口
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

子
育
て
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
福
祉
・
子
ど
も
課

　

子
育
て
包
括
支
援
室
）

　


37-

７
１
８
５　
　

　

不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
助
産

師
）
が
、
不
妊
や
不
妊
治
療
に

関
す
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
…

〇
そ
ろ
そ
ろ
病
院
に
行
こ
う
か
…

〇
不
妊
治
療
っ
て
ど
ん
な
こ
と

　

を
す
る
の
？

〇
不
妊
治
療
の
助
成
金
に
つ
い

　

て
も
聞
き
た
い
、
な
ど

相
談
日　

11
月
21
日
㈯

　

次
回
は
令
和
３
年
１
月
予
定

※
都
合
に
よ
り
相
談
日
が
変
更

　

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

　

①
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

②
13
時
か
ら
14
時

　

③
14
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

場　

所

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

１
階
会
議
室
２

申
込
み

　

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
子

育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

ご
相
談
内
容
が
、
か
か
り
つ

け
医
療
機
関
や
周
囲
に
知
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

子
育
て
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
福
祉
・
子
ど
も
課

　

子
育
て
包
括
支
援
室
）

　


37-

７
１
８
５

不
妊
相
談
を
実
施
し
ま
す

不
妊
相
談
を
実
施
し
ま
す

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か

　

か
っ
た
か
な
・
・
・
と
思
っ
た

　

ら
、
必
ず
帰
国
者
・
接
触
者
相

　

談
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

　

だ
さ
い
。
直
接
病
院
へ
受
診
す

　

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

　

タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）

　

０
４
３-

４
８
３-

　
　

１
４
６
６
（
９
時
～
17
時
）

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
、
夜
間
は

　

千
葉
県
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　


０
５
７
０-

２
０
０-

　
　

６
１
３

○
次
の
症
状
が
あ
る
方
は
、
す

　

ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）、　

　

強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）、

　

高
熱
な
ど
の
強
い
症
状
の
い

　

ず
れ
か
が
あ
る

②
重
症
化
し
や
す
い
人
で
、（
高

　

齢
者
・
糖
尿
病
な
ど
の
持
病

　

の
あ
る
人
・
妊
婦
な
ど
）
発

　

熱
や
咳
な
ど
の
比
較
的
軽
い

　

風
邪
の
症
状
が
あ
る

③
右
記
以
外
で
発
熱
や
咳
な
ど

　

の
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状

　

が
４
日
以
上
続
く

※
引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
介
護
課

　

健
康
推
進
班
⑤
番
窓
口

　


33-
７
７
０
８



6令和２年 11 月 １ 日

  ■性質別歳出の状況■性質別歳出の状況
区　分区　分 決　算　額決　算　額 構成比（%）構成比（%）

人件費人件費 19 億 273 万 5千円 27.3
物件費物件費 9 億 1,896 万 6千円 13.2
維持補修費維持補修費 1,511 万 1千円 0.2
扶助費扶助費 11 億 8,342 万 8千円 17.0
補助費等補助費等 7 億 1,290 万 4千円 10.2
普通建設事業費普通建設事業費 3 億 9,382 万 5千円 5.6
災害復旧費災害復旧費 4,867 万 3千円 0.7
公債費公債費 7 億 7,274 万 5千円 11.1
積立金積立金 3 億 8,925 万 1千円 5.6
投資及び出資金、貸付金投資及び出資金、貸付金 1,272 万円 0.2
繰出金繰出金 6 億 2,122 万円 8.9

 ■目的別歳出の状況 ■目的別歳出の状況
区　分区　分 決　算　額決　算　額 構成比（%）構成比（%）

議会費議会費 1 億 765 万 6千円 1.5
総務費総務費 12 億 5,215 万 8千円 18.0
民生費民生費 20 億 9,402 万 8千円 30.0
衛生費衛生費 5 億 669 万 3千円 7.3
農林水産業費農林水産業費 1 億 4,754 万 9千円 2.1
商工費商工費 7,444 万 3千円 1.1
土木費土木費 5 億 7,075 万 9千円 8.2
消防費消防費 4 億 7,946 万 7千円 6.9
教育費教育費 6 億 164 万 1千円 8.6
公債費公債費 7 億 7,274 万 5千円 11.1
諸支出金諸支出金 3 億 1,491 万円 4.5
災害復旧費災害復旧費 4,952 万 9千円 0.7

歳出決算額歳出決算額 69 億 7,157 万円 8 千円69 億 7,157 万円 8 千円

区　分区　分 決　算　額決　算　額 構成比（%）構成比（%）
町税町税 22 億 9,633 万 6千円 31.9
( 内 訳 )　　　( 内 訳 )　　　 町 民 税町 民 税 (11 億 464 万 1千円 ) (15.3)

固定資産税固定資産税 (9 億 1,297 万 7千円 ) (12.7)
軽自動車税軽自動車税 (5,459 万 7千円 ) (0.8)
町たばこ税町たばこ税 (9,248 万 3千円 ) (1.3)
都市計画税都市計画税 (1 億 3,163 万 8千円 ) (1.8)

地方譲与税地方譲与税 1 億 2万 5千円 1.4
利子割交付金利子割交付金 194 万 1千円 0.0
配当割交付金配当割交付金 1,344 万 9千円 0.2
株式等譲渡所得割交付金株式等譲渡所得割交付金 879 万 1千円 0.1
地方消費税交付金地方消費税交付金 3 億 4,670 万 7千円 4.8
ゴルフ場利用税交付金ゴルフ場利用税交付金 1,176 万 1千円 0.2
自動車取得税交付金自動車取得税交付金 2,078 万円 0.3
環境性能割交付金環境性能割交付金 607 万 1千円 0.1
地方特例交付金地方特例交付金 2,685 万 8千円 0.4
地方交付税地方交付税 17 億 66万円 23.6
交通安全対策特別交付金交通安全対策特別交付金 234 万 2千円 0.0
分担金及び負担金分担金及び負担金 9,983 万 9千円 1.4
使用料及び手数料使用料及び手数料 6,987 万 4千円 1.0
国庫支出金国庫支出金 6 億 8,620 万円 9.5
県支出金県支出金 4 億 9,055 万 3千円 6.8
財産収入財産収入 6,994 万 7千円 1.0
寄附金寄附金 1 億 207 万円 1.4
繰入金繰入金 3 億 5,368 万 4千円 4.9
繰越金繰越金 2 億 1,566 万 4千円 3.0
諸収入諸収入 1 億 2,750 万 2千円 1.8
町債町債 4 億 4,613 万 1千円 6.2

歳入決算額歳入決算額 71 億 9,718 万 5 千円71 億 9,718 万 5 千円
一
般
会
計
ほ
か
、

一
般
会
計
ほ
か
、

５５
特
別
特
別
会
計
の
全
て
が
黒
字

会
計
の
全
て
が
黒
字

令
和
元
年
度
決
算
の
状
況

令
和
元
年
度
決
算
の
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
、
歳
入
が
71
億
９
，

７
１
８
万
５
千
円
、
歳
出
が
69
億
７
，
１
５
７
万
８
千
円
で
、
差

し
引
き
は
２
億
２
，
５
６
０
万
７
千
円
で
し
た
。

　

こ
の
中
に
は
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
と
し
て
４
，

７
８
５
万
３
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
元
年
度
の
実

質
収
支
は
、
１
億
７
，
７
７
５
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

財
政
課
財
政
班 


33
‐
７
７
０
２

		■歳入の状況■歳入の状況



7 広報さかえ

区　分区　分 歳　　　入歳　　　入 歳　　　出歳　　　出 歳入歳出差引残高歳入歳出差引残高 実質収支実質収支
令 和 元 年 度令 和 元 年 度 71 億 9,718 万 5千円71億 9,718 万 5千円 69億 7,157 万 8千円69億 7,157 万 8千円 2億 2,560 万 7千円2億 2,560 万 7千円 1億 7,775 万 4千円1億 7,775 万 4千円
平 成 30 年 度平 成 30 年 度 72 億 9,751 万 4千円72億 9,751 万 4千円 70億 8,185 万 1千円70億 8,185 万 1千円 2億 1,566 万 3千円2億 1,566 万 3千円 2億 857万 1千円2億 857万 1千円
前 年 度 比前 年 度 比 △ 1億 32万 9千円△ 1億 32万 9千円 △ 1億 1,027 万 3千円△ 1億 1,027 万 3千円 994万 4千円994万 4千円 △ 3,081 万 7千円△ 3,081 万 7千円

一般会計の決算状況一般会計の決算状況

　　一般会計のほかに 5 つの特別会計があり、それぞれの決算の状況をお知らせします。一般会計のほかに 5 つの特別会計があり、それぞれの決算の状況をお知らせします。
会　計　名会　計　名 歳　　　入歳　　　入 歳　　　出歳　　　出 歳入歳出差引残高歳入歳出差引残高

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計 28 億 579 万 6千円28億 579万 6千円 27億 6,245 万 3千円27億 6,245 万 3千円 4,334 万4,334 万 3千3千円円
後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計 2 億 3,721 万 6千円2億 3,721 万 6千円 2億 3,675 万 7千円2億 3,675 万 7千円 45万 9千円45万 9千円
介護保険特別会計介護保険特別会計 17 億 318 万 4千円17億 318万 4千円 16億 1,682 万 916 億 1,682 万 9千千円円 8,635 万 5千円8,635 万 5千円
公共下水道事業特別会計公共下水道事業特別会計 6 億 267 万 3千円6億 267万 3千円 5億 8,125 万円5億 8,125 万円 2,142 万 3千円2,142 万 3千円
矢口工業団地拡張事業特別会計矢口工業団地拡張事業特別会計 2 億 1,821 万 8千円2億 1,821 万 8千円 1億 9,884 万 7千円1億 9,884 万 7千円 1,937 万 1千円1,937 万 1千円

※特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために一般会計と区別して収支経理を行うもので、条例によって設け※特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために一般会計と区別して収支経理を行うもので、条例によって設け
　ることができる会計制度です。　ることができる会計制度です。

特別会計決算の状況特別会計決算の状況

このような事業に使われましたこのような事業に使われました

○議会運営事業
○議員活動支援事業

〇ふるさと納税事業
○定住・移住促進事業
○地方創生関連事業
○防犯ボックス事業

○障がい福祉サービス提供事業
○福祉タクシー事業
○放課後児童クラブ運営事業
○子ども医療費等助成事業
○キッズランド運営事業
○避難所等設置事業

○予防接種事業
○がん検診事業
○ごみ減量化施策推進事業

○強い農業・担い手づくり
　総合支援事業
○農地多面的機能交付金事業

○イベント広場整備事業
○ドラムの里事業

○地籍調査事業
○橋梁整備事業
○町道整備事業
○公園バリアフリー化事業

民生費

総務費

土木費

民生費民生費
102,729 円102,729 円

総務費総務費
61,429 円61,429 円

公債費公債費
37,909 円37,909 円

土木費土木費
28,000 円28,000 円

消防費消防費
23,522 円23,522 円

諸支出金
15,449 円

教育費教育費
29,515 円29,515 円

衛生費衛生費
24,857 円24,857 円

農林水産業費
7,239 円

商工費
3,652 円

議会費 5,281 円

災害復旧費 2,430 円

町民一人当たりに使われたお金　　　342,012 円町民一人当たりに使われたお金　　　342,012 円
69 億 7,157 万 8 千円（一般会計決算額）

÷ 20,384 人（令和 2 年４月１日現在人口）

商工費

農林水産業費

議会費

衛生費

町民一人当たりの
決算額

342,012 円
主な事業と内訳

○通信指令事業
○消防団運営事業
○避難所施設改修事業

○スクールバス運行事業
○わくわくドラム推進事業
○ＡＬＴ配置事業
○ふれあいプラザさかえ運営事業
○給食運営推進事業

○町債の償還

○基金への積立

○災害復旧事業

教育費

消防費

公債費

諸支出金

災害復旧事業費
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区　分区　分 元年度元年度 30 年度30 年度 経営健全化基準経営健全化基準
公共下水道事業特別会計公共下水道事業特別会計 －	※ －	※ 20.0%

※黒字により、資金不足比率は算定されないため、「－」※黒字により、資金不足比率は算定されないため、「－」
　表示となっています。　表示となっています。

○実質赤字比率○実質赤字比率　　…一般会計および矢口工業団地拡張事業特別会計の赤字の程度を指標化し、　　…一般会計および矢口工業団地拡張事業特別会計の赤字の程度を指標化し、
　　　　　　　　　　一般会計等の財政運営の状況を示します。　　　　　　　　　　一般会計等の財政運営の状況を示します。
○○連結実質赤字比率連結実質赤字比率…一般会計等のほか、国民健康保険、後期高齢者医療、…一般会計等のほか、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険介護保険特別会計や特別会計や
　　　　　　　　　　公共下水道事業特別会計を含む町の全会計の赤字の程度を指標化し、町全　　　　　　　　　　公共下水道事業特別会計を含む町の全会計の赤字の程度を指標化し、町全
　　　　　　　　　　体の財政運営の状況を示します。　　　　　　　　　　体の財政運営の状況を示します。
○○実質公債費比率実質公債費比率　　…地方債の返済額およびこれに準ずる額の程度を指標化し、資金繰りの危険…地方債の返済額およびこれに準ずる額の程度を指標化し、資金繰りの危険
　　　　　　　　　　度を示します。　　　　　　　　　　度を示します。
○○将来負担比率将来負担比率　　　　……地方債の借入金残高や、将来負担する可能性のある負債の程度を指標化し、地方債の借入金残高や、将来負担する可能性のある負債の程度を指標化し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。
○○資金不足比率資金不足比率　　　　…公営企業の資金不足を料金収入などと比較して指標化し、経営状況を示し…公営企業の資金不足を料金収入などと比較して指標化し、経営状況を示し
　　　　　　　　　　ます。　　　　　　　　　　ます。

健全化判断比率健全化判断比率 資金不足比率資金不足比率
区　分区　分 元年度元年度 30 年度30 年度 早期健全化基準早期健全化基準 財政再生基準財政再生基準

実質赤字比率実質赤字比率 －	※ －	※ 15.0% 20.0%
連結実質赤字比率連結実質赤字比率 －	※ －	※ 20.0% 30.0%
実質公債費比率実質公債費比率 7.2% 8.1% 25.0% 35.0%
将来負担比率将来負担比率 19.7% 31.5% 350.0%

※黒字により赤字比率が算定されないため、「－」表示と※黒字により赤字比率が算定されないため、「－」表示と
　なります。　なります。

　将来、償還すべき地方債の標準財政規模　将来、償還すべき地方債の標準財政規模
（町税や交付金など標準的な状態で見込ま（町税や交付金など標準的な状態で見込ま
れる収入の規模を示すもの）に対する割合れる収入の規模を示すもの）に対する割合
を示します。を示します。
　本町は前年度に比べ 5.0 ポイント好転　本町は前年度に比べ 5.0 ポイント好転
しましたが、県内市町村と比べると高い状しましたが、県内市町村と比べると高い状
況にあります。況にあります。

　財政構造の弾力性を表す指標で、町税や　財政構造の弾力性を表す指標で、町税や
交付金など経常的に入ってくる財源が、人交付金など経常的に入ってくる財源が、人
件費、公債費や維持管理など毎年経常的に件費、公債費や維持管理など毎年経常的に
支出される項目にどれだけ充てられている支出される項目にどれだけ充てられている
か示します。か示します。
　本町は前年度より 3.1 ポイント悪化し　本町は前年度より 3.1 ポイント悪化し
ており、厳しい財政状況にあります。ており、厳しい財政状況にあります。

経常収支比率経常収支比率 地方債現在高比率地方債現在高比率
区　分区　分 元年度元年度 30 年度30 年度 前年度比前年度比

栄町栄町 97.5% 94.4% 3.1
県内市町村平均県内市町村平均 93.1% 92.1% 1.0

区　分区　分 元年度元年度 30 年度30 年度 前年度比前年度比
栄町栄町 163.9% 168.9% △ 5.0
県内市町村平均県内市町村平均 144.6% 144.4% 0.2

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、自治体の財政状況のチェックおよび
財政状況の悪化に対する早急な対処の仕組みを設けることで、自治体の財政破綻を未然に
防ぐことを目的に制定されました。
　令和元年度決算の数値を基に算定した、健全化判断比率および資金不足比率は、全ての
比率が健全段階であるということになりましたが、依然として厳しい財政状況に変わりは
ありません。
　今後も引き続き、健全な財政運営に努めていきます。

問合せ問合せ　財政課財政班　　財政課財政班　 33 ‐ 7702

財政健全化判断比率などの公表
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執行率は９月 30 日現在 47.2％執行率は９月 30 日現在 47.2％
　皆さんが納めた税金、国や県からの支出金、地方交付税、町債など町に入ってくるお金（歳
入）がどのように使われたか ( 歳出 ) を知っていただくため、町の財政事情を年 2 回公表して
います。今回は令和２年度予算の上半期（9 月 30 日現在）の執行状況についてお知らせします。
　なお、執行状況については令和元年度からの繰越分も含まれています。

問合せ問合せ　財政課財政班　　財政課財政班　 33 ‐ 7702

歳　入歳　入 予算現額予算現額 収入済額収入済額 収納率（%）収納率（%）
町税町税 2,218,368 1,271,739 57.3
地方譲与税地方譲与税 95,900 28,934 30.2
利子割交付金利子割交付金 1,500 826 55.1
配当割交付金配当割交付金 12,500 3,198 25.6
株式等譲渡所得割交付金株式等譲渡所得割交付金 7,700 0 0.0
法人事業税交付金法人事業税交付金 5,000 5,163 103.3
地方消費税交付金地方消費税交付金 350,000 242,333 69.2
ゴルフ場利用税交付金ゴルフ場利用税交付金 11,000 3,607 32.8
環境性能割交付金環境性能割交付金 9,000 3,309 36.8
地方特例交付金地方特例交付金 13,000 19,082 146.8
地方交付税地方交付税 1,784,181 1,228,702 68.9
交通安全対策特別交付金交通安全対策特別交付金 2,300 1,397 60.7
分担金及び負担金分担金及び負担金 89,707 25,208 28.1
使用料及び手数料使用料及び手数料 71,919 21,149 29.4
国庫支出金国庫支出金 3,371,126 2,593,777 76.9
県支出金県支出金 617,781 64,128 10.4
財産収入財産収入 28,241 12,451 44.1
寄附金寄附金 52,800 28,777 54.5
繰入金繰入金 358,780 0 0.0
繰越金繰越金 225,607 225,607 100.0
諸収入諸収入 64,132 19,644 30.6
町債町債 725,600 300 0.0
自動車取得税交付金自動車取得税交付金 0 2 －

合　計合　計 10,116,142 5,799,333 57.3

歳　出歳　出 予算現額予算現額 支出済額支出済額 執行率（%）執行率（%）
議会費議会費 110,009 55,884 50.8
総務費総務費 3,683,918 2,637,159 71.6
民生費民生費 2,144,813 685,517 32.0
衛生費衛生費 601,491 219,278 36.5
農林水産業費農林水産業費 241,553 57,295 23.7
商工費商工費 61,345 24,631 40.2
土木費土木費 764,728 202,695 26.5
消防費消防費 646,272 221,107 34.2
教育費教育費 838,119 284,325 33.9
公債費公債費 724,729 360,854 49.8
諸支出金諸支出金 236,514 0 0.0
予備費予備費 10,000 0 0.0
災害復旧費災害復旧費 52,651 26,765 50.8

合　計合　計 10,116,142 4,775,510 47.2

会　計　名会　計　名 区　分区　分 予算減額予算減額 収入・支出済額面収入・支出済額面 収入・執行率収入・執行率（%）（%）

下水道事業会計下水道事業会計

収益的収入 591,367 261,894 44.3
収益的支出 655,165 318,235 48.6
資本的収入 312,525 88,562 28.3
資本的支出 402,731 99,200 24.6

基金現在高基金現在高（９月 30 日現在）（９月 30 日現在） 町債の現在高町債の現在高（９月 30 日現在）（９月 30 日現在）

一般会計一般会計（９月 30 日現在）（９月 30 日現在） （単位：千円）

（単位：千円）

区　分区　分 ９月末現在高（千円）９月末現在高（千円）
一般会計　合　計一般会計　合　計 7,037,859
公営企業会計　合　計公営企業会計　合　計 2,496,819

９月末現在高（千円）９月末現在高（千円）
一般会計分　合　計一般会計分　合　計 1,850,365
国民健康保険特別会計分　合計国民健康保険特別会計分　合計 313,850
介護保険特別会計分　合計介護保険特別会計分　合計 399,199
下水道事業会計分　合計下水道事業会計分　合計 119,706

財政事情の公表・令和２年度予算の執行状況財政事情の公表・令和２年度予算の執行状況

公営企業会計公営企業会計（９月 30 日現在）（９月 30 日現在）

会　計　名会　計　名 予算現額予算現額 収入済額収入済額 収納率収納率（%）（%） 支出済額支出済額 執行率執行率（%）（%）
国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計 2,802,597 1,209,689 43.2 995,588 35.5
後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計 262,740 90,254 34.4 47,620 18.1
介護保険特別会計介護保険特別会計 1,687,489 747,934 44.3 634,063 37.6
矢口工業団地拡張事業特別会計矢口工業団地拡張事業特別会計 806,034 19,371 2.4 253 0.0

特別会計特別会計（９月 30 日現在）（９月 30 日現在） （単位：千円）
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認定区分認定区分 対　象 利用先

１号認定１号認定
（３～５歳）（３～５歳）

満３歳以上の就学前児童で認定こど
も園での教育を希望する場合
※保護者が就労していない場合も利
　用可能です。

認定こども園

２号認定２号認定
（３～５歳）（３～５歳）

満３歳以上の就学前児童で「保育を
必要とする事由」に該当し、保育園
などでの保育を希望する場合

保育園
認定こども園

３号認定３号認定
（０～２歳）（０～２歳）

満３歳未満の就学前児童で「保育を
必要とする事由」に該当し、保育園
などでの保育を希望する場合

保育園
認定こども園
小規模保育事業所

入園希望先入園希望先 保育園 ･ 小規模保育事業所 認定こども園

申請期限など申請期限など
町内保育園など
令和３年１月８日㈮まで
※町外保育園 11 月 20 日㈮まで

１号、２号認定
を希望の方は、
11 月 30 日 ㈪
まで

３号認定を希望
の 方 は、12 月
１日㈫から
令和３年１月８
日㈮まで

申請場所申請場所 福祉・子ども課
※郵送不可

認定こども園
ながと幼稚園

※郵送不可

福祉・子ども課
※郵送不可

申請書の申請書の
配布場所配布場所

令和２年 11 月２日㈪から配布
○福祉・子ども課
○子育て包括支援センター

（ふれあいプラザさかえ内）
○子育て情報・交流館アップ R

（キッズランド内）
○安食保育園
○みなみ栄保育園
○うさぎとかめ
　（小規模保育事業所）
○子育て支援センターさくらんぼ

認定こども園ながと幼稚園

問
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せ　
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童
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33
‐
７
７
０
７

令
和
３
年
度
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
新
規
入
園
の
申
込
み
開
始

令
和
３
年
度
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
新
規
入
園
の
申
込
み
開
始

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
２
年
11
月
１
日
か
ら
、

償
還
払
い
方
式
か
ら
現
物
給
付

方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

　

変
更
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
受
給
券
の
発
行

　

改
正
前

〇
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
領
収

　

書
な
ど
を
、
申
請
書
に
添
付

　

し
、
町
に
提
出

　

改
正
後

〇
町
が
発
行
す
る
受
給
券
を
、

　

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
自
己
負
担
額
を
支

　

払
う

※
対
象
者
の
方
へ
受
給
券
は
、

　

送
付
済
み
で
す
。

◎
自
己
負
担
額
の
変
更

　

改
正
前

〇
入　

院

　

食
事
療
養
費
・
生
活
療
養
費

自
己
負
担
分

〇
通　

院

　

診
療
明
細
書
１
件
に
つ
き

　

１
，
０
０
０
円

〇
調　

剤

　

診
療
明
細
書
１
件
に
つ
き

　

１
，
０
０
０
円

　

改
正
後

〇
入　

院

　

１
日
に
つ
き
２
０
０
円

　
（
市
町
村
民
税
の
所
得
割
が

　

非
課
税
の
世
帯
は
無
料
）

〇
通　

院

　

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

　
（
市
町
村
民
税
の
所
得
割
が

　

非
課
税
の
世
帯
は
無
料
）

〇
調　

剤　

無
料

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

児
童
福
祉
班

　


33-

７
７
０
７
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町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
を

軽
減
し
、
安
心
し
て
育
児
相
談

が
で
き
る
よ
う
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
と
は
…

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（Z

o
o
m

）

を
利
用
し
て
、
子
育
て
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
や
子
育

て
相
談
員
（
保
育
士
）
な
ど
の

専
門
職
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
手
の
顔
を
見
な
が
ら
相
談

で
き
る
た
め
、
窓
口
で
相
談
す

る
の
と
変
わ
ら
な
い
状
況
で
安

心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

〇
相
談
で
き
る
内
容

　

育
児
に
関
す
る
不
安
や
子
ど

も
の
発
育
に
関
す
る
こ
と
な
ど

〇
申
込
み
受
付
開
始
日

　

11
月
17
日
㈫

〇
相
談
開
始
日

　

11
月
20
日
㈮

〇
申
込
み

　

予
約
は
メ
ー
ル
で
、
相
談
希

望
日
の
２
日
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

　

ko
so
d
ate@

to
w
n
.sakae.

　

ch
ib
a.jp

①
メ
ー
ル
タ
イ
ト
ル
は
「
子
育

　

て
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
」
と
し

　

て
、
氏
名
・
住
所
（
番
地
は

子
育
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

子
育
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
を
実
施
し
ま
す

相
談
を
実
施
し
ま
す

　

省
略
）・
電
話
番
号
・
相
談

　

要
旨
・
希
望
日
時
（
第
３
希

　

望
ま
で
）
を
記
入
し
て
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

②
町
か
ら
、
決
定
し
た
相
談
日

　

時
、Z

o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

の
参
加U

R
L

、ID

、
パ
ス

　

ワ
ー
ド
を
、
相
談
日
前
日
ま

　

で
に
通
知
し
ま
す
。

③
当
日
は
、
通
知
さ
れ
た
開

　

始
時
刻
に
、
メ
ー
ル
の
参
加

　

U
R
L

を
利
用
者
が
ク
リ
ッ

　

ク
し
て
相
談
を
開
始
し
ま

　

す
。

〇
相
談
時
間

　

９
時
か
ら
12
時
・
13
時
か
ら

　

16
時
の
間
で
、
１
回
30
分
程
度

　

火
曜
日
～
土
曜
日

　
（
祝
日
の
翌
日
・
年
末
年
始

　

を
除
く
）

※
幼
児
健
診
や
母
子
保
健
事
業

　

な
ど
で
対
応
で
き
な
い
日
が

　

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
調

　

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
そ
の
他

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
通
信
費
は
利
用
者
の

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
注
意
事
項
な
ど
の

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
福
祉
・
子
ど
も
課

　

子
育
て
包
括
支
援
室
）

　


37-

７
１
８
５　
　

栄町に住んでいただくため栄町に住んでいただくため
定住・移住を推進しています定住・移住を推進しています

　栄町以外にお住まいになっているご親族やご家族、お知り合いの方へぜひこの制度をご紹
介してください。
　また、町内にお住まいの方に対しても奨励制度を実施しています。

　新型コロナウイルス感染症対策として、町外
から転入し在宅勤務をする方を応援していま
す。

在宅勤務転入者応援金

最大最大
　30万円　30万円

　１年以上、町外に転出していたお
子さんが、長期にわたり親と同居ま
たは町内に住むことになった場合、
親に支援金を交付します。

①単身の場合は８万円（高校生以下の者は除く）
②単身者と中学生以下の子どもが一緒の場合20万円
③配偶者と一緒の場合は20万円
④配偶者と中学生以下の子どもが一緒の場合30万円

U ターン同居・近居支援金

対象者：令和 2 年 4 月 1 日以降に転入し在宅
　　　　勤務をする方

応援金：５万円を交付します！
申請期限：令和 3 年 3 月 31 日㈬まで

※各制度には諸条件があります。
　また、この他にも支援制度がございますので詳しくはお問い合わせください。
問合せ　まちづくり課不動産定住班　 33-7719

移住者子ども加算金
　町外から転入してきた方で、中学生以下の
子どもがいる世帯には 1人目から 1人につき

10 万円を交付します！

※アパート・貸家などの場合には、３回に分割
して交付します。

【例】
　転入者で住宅を取得し、中学生以下の子ども
が３人いる場合は、25 万円（定住・移住奨励金）
＋ 30 万円（移住者子ども加算金）

○町外から転入し住宅を取得した方に

定住・移住奨励金

最大 25 万円を交付します！

○町内の方が住宅を取得した場合
５万円を交付します！

○町内の方が既存住宅を建替えた場合
　（解体撤去し住宅を取得した場合）

10 万円を交付します！

　長期にわたり居住することを目的に住宅を
新築または購入した方に奨励金を交付します。



12令和２年 11 月 １ 日

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
気
温

の
低
下
に
伴
う
空
気
の
乾
燥
に

よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
に
な
り
ま
す
。
住
宅
防
火
対

策
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
、
11
月
９
日
㈪
か
ら
11
月
15

日
㈰
ま
で
の
７
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。

２
０
２
０
年
度
全
国
統
一
防
火

標
語　

「
そ
の
火
事
を　

　
　

防
ぐ
あ
な
た
に

　
　
　
　
　
　

金
メ
ダ
ル
」

問
合
せ

　

消
防
総
務
課
予
防
班

　


95-

８
９
８
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住
宅
防
火
対
策
は

住
宅
防
火
対
策
は

　
　
　

大
丈
夫
で
す
か
？

　
　
　

大
丈
夫
で
す
か
？

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

平
成
18
年
６
月
１
日
に
改
正

消
防
法
が
施
行
さ
れ
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
も
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
作
動
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
寝
た
ば
こ
や
鍋
の
空
だ
き

な
ど
、
早
期
に
気
が
付
き
火
災

に
な
る
前
に
消
す
こ
と
が
で
き

た
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な

い
ご
家
庭
は
、
必
ず
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

　

設
置
す
る
場
所
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

①
寝
室

②
寝
室
に
続
く
階
段
の
上
部

※
寝
室
が
１
階
の
み
で
あ
れ
ば

　

任
意
設
置

③
台
所
（
推
奨
）

　

半
年
に
１
回
は
点
検
し
ま
し

ょ
う
。

　

交
換
は
10
年
が
目
安
で
す
。

◎
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

　
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
と
は
、

地
震
の
強
い
揺
れ
を
感
知
す
る

と
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
自
動
的
に

落
し
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
流
れ

る
電
流
を
止
め
る
器
具
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
で
は
、
電
気
器
具
の

転
倒
や
停
電
が
復
旧
し
た
際
、

電
気
に
よ
る
通
電
火
災
が
多
く

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
種
類

①
分
電
盤
タ
イ
プ
（
内
蔵
型
）

②
分
電
盤
タ
イ
プ
（
後
付
型
）

③
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

④
簡
易
タ
イ
プ

◎
住
宅
用
消
火
器

　

万
が
一
の
時
に
備
え
て
住
宅

用
消
火
器
が
あ
る
と
安
心
で
す
。

　
「
住
宅
用
消
火
器
」
と
は
、

一
般
の
住
宅
で
使
用
し
や
す
い

よ
う
に
開
発
さ
れ
た
消
火
器
で

す
。
業
務
用
と
比
べ
て
軽
量
化

さ
れ
て
お
り
女
性
や
お
年
寄
り

で
も
使
い
や
す
く
消
火
薬
剤
の

詰
替
え
や
消
火
器
内
部
の
点
検

が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
期
限
に
つ
い
て

　

住
宅
用
消
火
器
の
使
用
期
限

は
お
お
む
ね
５
年
で
す
。（
消

火
器
本
体
に
記
載
が
あ
り
ま

す
。）
点
検
や
薬
剤
の
詰
替
え

が
必
要
な
い
分
、
業
務
用
に
比

べ
て
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
限
の
切
れ
た
消
火
器
は
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
購
入
し

た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
引

き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◎
悪
質
な
訪
問
販
売
や
詐
欺
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を

高
額
な
値
段
で
買
わ
さ
れ
る
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
訪
問
販
売
や

委
託
販
売
は
一
切
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ

　

消
防
総
務
課
予
防
班

　


95-

８
９
８
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▲住宅用火災警報器
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住
宅
用
防
火
機
器
の

住
宅
用
防
火
機
器
の

　
　

取
付
支
援
制
度
を

　
　

取
付
支
援
制
度
を

　
　
　

開
始
し
ま
し
た
！

　
　
　

開
始
し
ま
し
た
！

　

ご
自
身
で
用
意
さ
れ
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
、
ま
た
は
簡
易

型
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
電
気
工

事
等
の
必
要
の
な
い
も
の
に
限

る
。）
を
取
付
け
る
こ
と
が
難

し
い
方
に
代
わ
り
、
消
防
職
員

が
取
付
け
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

開
始
時
期

令
和
２
年
11
月
１
日
か
ら
開
始

対
象
者

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

①
栄
町
に
住
所
が
あ
り
、
65
歳

　

以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

　

帯
②
栄
町
に
住
所
が
あ
り
、
消
防

　

長
が
取
付
け
を
支
援
す
る
必

　

要
が
あ
る
と
認
め
る
世
帯

申
請
方
法

①
申
請
書
兼
承
諾
書
（
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

可
能
）
を
消
防
本
部
に
提
出

②
事
情
に
よ
り
提
出
が
で
き
な

　

い
方
は
、
電
話
で
の
申
請
も

　

可
能

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
合
せ

　

消
防
総
務
課
予
防
班

　


95-
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
特
別

戦
没
者
等
の
遺
族
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に

お
い
て
遺
族
年
金
等
を
受
取
る

人
が
い
な
い
場
合
、「
第
11
回

特
別
弔
慰
金
」
と
し
て
、
額
面

25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国

債
が
次
の
順
位
で
、
ご
遺
族
お

一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
の
順
位

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

　

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

　

権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖

　

父
母
、
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
要
件
を
み
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
位
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。）

④
右
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者

　

等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

　

姪
等
）

　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
。）

請
求
期
間

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

福
祉
総
務
班
⑥
番
窓
口

　

33-
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日
本
年
金
機
構

日
本
年
金
機
構

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合

も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　


０
５
７
０-

０
０
３-

　

０
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

　

お
か
け
に
な
る
場
合
は
、

　


０
３
‐
６
６
３
０
‐

　
　

２
５
２
５

受
付
時
間

○
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
か
ら
19
時

○
第
２
土
曜
日

　

９
時
か
ら
17
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除

　

く
）、
12
月
28
日
か
ら
１
月

　

５
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

　

せ
ん
。



14令和２年 11 月 １ 日

　

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害

防
止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
動

物
に
よ
る
事
故
や
迷
惑
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
事
故

　

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
し
つ

　

け
、
飼
い
か
た
を
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

○
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬

　

病
予
防
接
種
は
、
法
律
に
定

　

め
ら
れ
た
飼
い
主
の
義
務
で

　

す
。

○
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き

　

は
保
健
所
へ
届
け
出
る
と
と

　

も
に
、
か
ん
だ
犬
が
狂
犬
病

　

の
疑
い
が
な
い
か
ど
う
か
獣

　

医
師
の
検
診
を
受
け
る
こ
と

　

が
必
要
で
す
。

○
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ

　

う
。

○
犬
猫
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼

　

う
場
合
に
は
、
保
健
所
へ
の

　

届
け
出
が
必
要
で
す
（
91
日

　

未
満
の
犬
猫
を
除
く
）。

○
一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
の

　

特
定
動
物
を
飼
う
場
合
に

　

は
、
あ
ら
か
じ
め
保
健
所
長

　

の
許
可
が
必
要
で
す
。

○
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後

　

ま
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

動
物
に
よ
る
危
害
防

動
物
に
よ
る
危
害
防

止
対
策
強
化
月
間

止
対
策
強
化
月
間

　

今
年
も
Ｊ
Ｒ
安
食
駅
を
中
心

に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯

し
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
栄

町
み
ん
な
を
笑
顔
に
！
」

　

ひ
と
と
き
で
も
、
楽
し
い
時

間
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

点
灯
式

日　

時　

11
月
12
日
㈭　
　
　

　
　
　
　

17
時
か
ら

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

日　

時　

11
月
12
日
㈭
か
ら

　
　

令
和
３
年
３
月
14
日
㈰

　
　
　
　

17
時
～
０
時
30
分

※
日
没
時
刻
に
よ
っ
て
、
点
灯

　

時
間
を
変
更
し
ま
す
。

会　

場　

安
食
駅
周
辺

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
班
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～
シ
ー
ズ
ン

～
シ
ー
ズ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
～

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
～

「「
2
0
2
0
M
a
k
e

2
0
2
0
M
a
k
e

    
y
o
u

y
o
u    

h
a
p
p
y

h
a
p
p
y

  

あ
な
た
を
幸
せ
に
す
る
」

あ
な
た
を
幸
せ
に
す
る
」
　

栄
町
で
は
、
栄
町
児
童
生
徒

の
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
、
子
ど
も
達
か
ら
「
住
み

よ
い
栄
町
」
づ
く
り
に
向
け

た
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
考
え

を
聞
き
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
毎
年
、
子
ど
も
模
擬
議

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
議
長
・
議
員
と

な
り
、
子
ど
も
議
員
の
質
問
に

対
し
、
町
長
を
は
じ
め
、
町
執

行
部
が
答
弁
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
模
擬
議
会
の

様
子
は
傍
聴
席
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講

じ
た
う
え
、
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日　

時　

11
月
10
日
㈫

　
　
　
　

14
時
か
ら
15
時
50
分

会　

場　

役
場
５
階
議
場

参
加
者　

町
内
４
校
の
小
学
生

　

各
校
２
名
お
よ
び
栄
中
生
徒

　

８
名
の
合
計
16
名

問
合
せ　

学
校
教
育
課

　
　
　
　

33
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第
６
回
栄
町
子
ど
も

第
６
回
栄
町
子
ど
も

模
擬
議
会
を
開
催
し
ま
す

模
擬
議
会
を
開
催
し
ま
す

　

令
和
３
年
度
に
小
学
校
入
学

予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
な
場
合
、
保
護
者
に
入

学
準
備
金
の
支
給
を
入
学
前
に

行
い
ま
す
。（
令
和
３
年
３
月

ま
で
に
町
外
に
転
出
さ
れ
る
方

や
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

世
帯
は
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
）

　

中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子

さ
ん
が
い
る
世
帯
は
、
準
要
保

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
。（
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
請
対
象
者

○
令
和
３
年
２
月
１
日
現
在
、

栄
町
に
居
住
し
て
い
る
方

で
、
栄
町
の
小
学
校
に
就
学

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方

○
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す

る
方

申
請
に
必
要
な
書
類

○
申
請
書
（
学
校
教
育
課
で
配

布
し
ま
す
）

○
令
和
２
年
度
課
税
証
明
書

○
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
の

支
給
額
を
証
明
す
る
書
類

申
請
期
間

　

11
月
30
日
㈪
ま
で

問
合
せ　

学
校
教
育
課

　
　
　
　


33
‐
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７
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入
学
準
備
金
の

入
学
準
備
金
の

入
学
前
支
給
の
ご
案
内

入
学
前
支
給
の
ご
案
内

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

定
期
的
に
「
犬
の
飼
い
方
・
し

つ
け
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
動
物
愛
護
や
し
つ
け

方
、
動
物
由
来
感
染
症
な
ど
に

つ
い
て
、
学
校
、
地
域
の
勉
強

会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

問
合
せ

　

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　


０
４
３-

４
８
３-

１
１
３
７

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　


93
‐
５
７
１
１

　

狂
犬
病
予
防
接
種
が
済
ん
だ

飼
い
主
の
か
た
は
、
動
物
病
院

が
発
行
す
る
「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
」
を
持
参
し
て
、
町
が

発
行
す
る
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
（
１
頭
に
つ

き
５
５
０
円
の
交
付
手
数
料
が

必
要
で
す
）。

　

接
種
が
お
済
み
で
な
い
場
合

は
、
早
め
に
接
種
を
済
ま
せ
て

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
協
働
課
環
境
班

　


33
‐
７
７
１
０

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の

　
　

交
付
手
続
き
は

　
　

交
付
手
続
き
は

　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

▲昨年の子ども議会
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　緑豊かな田園風景に囲まれた中に、ログハウスの山小屋をイメージして作られたパン屋さん「ピッ
パラの樹」さんがあります。店主の中川さんは、千葉県を中心に展開している人気パン店での修行を
経て２００５年に開業され、今年で 15 年目を迎えました。パンは生地を１日寝かせる長時間発酵で
作られていて、食べた時のふわふわ感やモチモチ感を楽しむことができます。
　中でも青森県産のリンゴを使った「アップルパイ」は、開業以来の人気商品になっています。
また、ピッパラの樹さんではこの度、「お庭で自分で焼ける、楽しいピザ！」が始まりました。これは、
お店に併設されたガーデンの中で、小型のピザ専用焼き窯を使ったピザ焼きの体験ができるというも
ので、お食事と一緒にピザづくりの体験も楽しんでいただくことができます。

わたしのまちのお店紹介㉘

　ホームページではこの様子を動画でもご覧いただけます。　
　（http://pipparanoki.com/）
　遠出をするのが難しい中ですが、地元の近場でレジャー感覚が味わ
える空間でお食事を楽しんでみるのはいかがでしょうか？
　問合せ　パン焼き小屋ピッパラの樹　 85-1410
　　　　　住所：酒直 1526-4　　
　　　　営業時間：10 時から 16 時　※無くなり次第終了
　　　　定休日：月・火・水曜日
　　　　駐車場：有り（20 台）

新
制
度
に
変
わ
っ
た

新
制
度
に
変
わ
っ
た

　
「
農
業
者
年
金
」
で

　
「
農
業
者
年
金
」
で

　
　
　

豊
か
な
老
後
を

　
　
　

豊
か
な
老
後
を
‼‼

　

農
業
者
年
金
は
、
次
の
要
件

を
満
た
す
方
が
加
入
で
き
ま

す
。

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

※
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

し
て
い
る
方

○
60
歳
未
満
の
方

　

農
業
者
年
金
は
配
偶
者
の
方

も
単
独
で
加
入
が
可
能
で
す
。

　

要
件
を
満
た
す
若
年
層
に
は

手
厚
い
政
策
支
援
も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会
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「
標
準
営
業
約
款
制
度

「
標
準
営
業
約
款
制
度

　　

SS
マ
ー
ク
」
を

マ
ー
ク
」
を

　
　
　

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　

ご
存
じ
で
す
か
？

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用

者
）
を
擁
護
の
た
め
の
制
度
で

す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
許
可
を
受
け

て
登
録
し
た
、
理
容
店
、
美
容

店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん

類
飲
食
店
、
一
般
飲
食
店
、
で

は
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

登
録
店
は
安
全
、
清
潔
、
安

心
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お

店
で
す
。

問
合
せ　

　
（
公
財
）
千
葉
県
生
活
衛
生

　

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　


０
４
３
‐
３
０
７
‐　

　
　

８
２
７
２



16令和２年 11 月 １ 日

町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

　令和２年度に百歳を迎えられるかた
へ、10 月 18 日に内閣総理大臣の祝
状と銀杯が贈呈されました。

おめでとうございます！

　９月 26 日、開校式とドラゴンカヌーの乗船体験を行いました。
　コロナ禍での事業でもあり、徹底した消毒やマスクの着用など感
染対策を講じながら、青少年相談員や社会教育委員の方々のご協力
により実施しました。
　参加した児童からは、「みんなとエッサ！エッサ！と声をあわせ、
協力してカヌーをこげて楽しかった。」「カワセミを見ることができ
てラッキーでした！」という声が聞こえていました。

ラム自然楽校が開校しました !

問合せ　生涯学習課　 95-1112

百歳

ド

　成田市でウイルスなどの除菌効果が高い、光
触媒コーティング業務を手掛ける「アイテック
ス株式会社」が、新型コロナウイルス感染症対
策として、循環バスの車内を無償で光触媒コー
ティングを施工していただきました。

問合せ　企画政策課　 33-7773

環バス車両を光触媒コーティング！循

▲笹原　和豊さん

大正９年７月 27 日生
塩田　まさ　さん（和田）

鈴木　ます　さん（酒直）
大正９年９月 21 日生

北島　たま　さん（中谷）
大正９年６月 11 日生

相澤　ヨシ　さん（南ケ丘）
大正 10 年３月２日生

大正９年９月 10 日生
大野　とく　さん（龍角寺）

はつえ

長谷川　　祢　さん（四箇）

大正 10 年３月 16 日生
西尾　　　　  さん（龍角寺）

いね

大正９年９月 27 日生
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町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

　10 月３日、栄町教育委員会主催の学習道場「栄フューチ
ャースクール」の一つ「サタデーわくドラ」が始まりました。
　サタデーわくドラは、栄町の子ども達の学力向上を目指し
た無償の学習の機会で、土曜日隔週（年 17 回）で５月から
予定されていましたが、新型コロナウイルスの影響により、
10 月から（年 10 回）の実施となりました。
　参加対象者は小学３年生～６年生および中学１年生～３年
生です。

　午後からは、「栄中学校」での「中学生サタデーわくドラ」です。
中学生参加者約 10 名とボランティアスタッフ約 10 名が開講
式を終えると、英語・数学の授業が始まりました。問題を解く
場面では、ボランティアスタッフの協力も得ながら、難しい問
題にも意欲を見せ、真剣な表情で取り組んでいました。

問合せ　学校教育課　 33-7717

タデーわくドラ開催サ

問合せ　環境協働課協働推進室　 33-7710

　地縁法人南部区では、一般財団法人自治総合
センターの「宝くじ助成事業」の助成金を活用
して、いすやテーブル、エアコンなどの備品を
整備購入しました。
　エアコンや畳に座れない高齢者に対応するい
すやテーブルが整備されたことで、誰もが利用
しやすい集会所となり、コミュニティ活動が活
発に行えるようになりました。

問合せ　環境協働課協働推進室　 33-7710

くじ助成金で集会所備品を整備しました宝

▲笹原　和豊さん

　地域防災のリーダーである消防団の装備の
充実強化を図るため、コミュニティ助成事業を
活用し、「消防用ホース」と「災害時活動拠点
とするテント」の整備を行いました。
　今後も消防団は町民が安心で安全に暮らせ
る地域づくりに向けて取り組んでいきます。

問合せ　消防総務課総務班　 95-8980

ミュニティ助成事業を活用して消防用
ホースとテントを整備しました！

コ

▲宝くじの社会貢献広報事業の一環による
　コミュニティ助成事業を活用し、消防用
　ホース 22 本・テント２張りを整備しました。

　小学３・４年生には、漢字・計算などの基礎学習の他、読
み聞かせや都道府県パズル、100 マス計算などを実施し、
小学校５・６年生は漢字検定のテキストを使った漢字学習と
算数の習熟プリントを使った学習を行います。中学生は数学
検定・英語検定の試験合格に向けた学習を行います。
　午前中に「ふれあいプラザさかえ」内で行われた「小学生
サタデーわくドラ」には約 50 名の小学生と約 20 名のボラ
ンティアスタッフが参加しました。
　参加した小学生は、都道府県パズル・漢字・計算練習など、
各学年の学習課題の進め方を知り、課題達成に向けて真剣な
表情で教材と向き合っていました。
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町
の
ト
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ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

　今回で６回目となる栄町産米食味コンテストが行われました。
農家自慢の栄町産コシヒカリ 26 点が出品され上位 10 人が表彰されました。
　審査は食味計による審査を実施し、上位５人のお米を五つ星お米マイス
ター牧野基明さん、農業委員会会長、ＪＡ西印旛農業協同組合東部支店長、
印旛農業事務所の指導員の方などが実食検査を行い順位を決定しました。
　入賞者は以下のとおり。

栄町長賞
　島崎　明さん（請方）
西印旛農業協同組合長賞
　長澤康幸さん（請方）
栄町議会議長賞
　野村斗士夫さん（請方）
栄町農業委員会長賞
　塩田一雄さん（脇川）
産業課長賞
　岡田一夫さん（西）
印旛地域農林業振興普及協議会長賞（５人）
　奥野陽一さん（請方）
　長谷川孝一さん（四箇）
　塩田美枝子さん（四ツ谷）
　金子一男さん（請方）
　猪瀬勝雄さん（西）
　上位５名のうち一部の生産者のお米は数量限定ですが
ドラムの里「龍の市庭」で購入することができます。
　この機会にぜひご賞味ください。
問合せ　産業課農政推進班　 33-7713

６回栄町産米食味コンテストの審査結果発表第

　髙塚さんは、平成 29 年４月１日から行政
相談委員として国民の行政に対する苦情の解
決に特に尽力されました。この度その業績が
認められ、６月４日付けで感謝状が贈呈され
ました。
　おめでとうございます。
問合せ　環境協働課協働推進室　 33-7710

東管区行政評価局地域総括評価官
感謝状を受賞

関

　栄中学校の近くにある駒形神社。先月 10 月
17 日に例大祭が行われましたが、実はここには、
胎内くぐりができる御神木があります！
　令和元年の台風 15 号・19 号の影響で本殿に
倒木する危険性があった御神木を氏子の方々が伐
採したところ、幹の中が空洞であったので、「胎
内くぐり」として蘇らせたものです。
　御神木の胎内くぐりは、17 日の例大祭で、多
くの方にお披露目されました。

風からの復活！駒形神社の御神木胎内くぐり台

長澤康幸さん島崎　明さん 野村斗士夫さん

塩田一雄さん 岡田一夫さん

髙塚加代子さん

▲胎内くぐりとは…神社に設けられた輪の中をくぐる
ことで、けがれを清め、災厄を払う御利益があります。
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簡単おやつ　「お麩ラスク」
●材料　（作りやすい分量）　
　焼き麩（小町麩など）20 ｇ　バター 20 ｇ　
　グラニュー糖 10 ｇ
●作り方　
　①バターを溶かし、グラニュー糖と混ぜる。
　②麩に①をからめ、オーブントースターで２～３分
　　ほど、カリッとなるまで焼く。
※フライパンで焼いても O.K です
●高タンパク・低カロリーなお麩を使ったおやつです。
　よく噛むと、肥満予防・がん予防・脳の発達促進などいいことがいっぱいあり
　ます。一口 30 回を目標に意識してよく噛んで食べましょう。

管理栄養士おすすめ
健康レシピ

11 月８日は「いい歯の日」歯を大切に！

　お口の機能の衰えをオーラルフレイルといいます。
　年齢を重ねるほど、食事量が減るなどで栄養不足になりがち…筋力低下につながり「かめ
ないものが増えた」「むせる・食べこぼす」「飲み込みや滑舌が悪くなる」といった形で現れ
ます。誤嚥性肺炎や窒息事故の危険が高まるなどのトラブルが起こりやすくなるため早期の
うちに気付くことが大切です。
　また、口・舌や首などの体操を行うと食事に使う筋肉の動きが良くなり誤って食べ物が気管
に入ること ( 誤嚥 ) を防ぎます。マッサージでだ液腺を刺激すると唾液の分泌が促されること
から飲み込みやすくなり、味も感じやすくなるため食前の習慣にすることをお勧めします。

　 “8029 運動”で健康寿命を延ばそう
　8029（ハチマル肉）とは、「80 歳になっても元気に過ごせる体を維持するため
に肉をはじめとした良質なたんぱく質を食べてフレイルを予防しよう」という千葉
県歯科医師会が提唱している活動です。よく噛んで食べるためには定期健診も大
切。個人差はありますが半年に 1 度を目安に受診しましょう。
　また、次の“お口の機能低下早期発見リスト”の中にひとつでも当てはまること
があれば、歯科医院での早めの相談をおすすめします。

お口の機能低下早期発見リスト
□　かめない、かみにくい食べ物がある
□　歯が抜けたまま放置している、入れ
　　歯のトラブルを放置して
　　いてかみにくいことがある
□　滑舌が悪い
□　舌が汚れている

□　口が渇いている
□　飲み物や汁物でむせることがある
□　食事に時間がかかる
□　歯によく食べ物がつまる
□　食事を食べこぼすことが増えた

  ご存知ですか？
オーラルフレイル

出展：一社）千葉県歯科医師会「フレイル予防で健康長寿」より抜粋

8029 でフレイル ( 虚弱 ) 予防！
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問合せ　生涯学習課
スポーツ振興班

　　　　 95-1112

　食べる機能が低下する原因として、口やのどの感覚やパワーが低下し
ていることが原因になっていることがあります。

今日からはじめよう！　お口のエクササイズ

＜口唇の体操＞
　口唇の周りの筋肉に働きかけることにより取り
こぼし・食べこぼしを減らす効果が期待できます。

　食べ物をかんだり、喉に送り込む機能の
向上に働きかけます。唾液の分泌が増えま
すので、むせなどに注意しましょう。

＜舌の体操＞

①口唇に力を入れて口を
　大きくあけて「あー」
　と 10 秒間発音

②口唇に力をいれて歯を
　かみ合わせた状態で口
　を横に引き「いー」と
　10 秒間発音。

　同じように「うー」「えー」「おー」とやって
みましょう。はじめは 10 秒間の発音は難しい
かもしれません。２秒・３秒から始め、徐々に
時間を延ばしていきます。

①②鼻の頭をなめるよう顎をなめるよ
　うに舌を上下に動かします。
③舌をできるだけ前
　に突き出して　
　左右に動かします。
　それぞれ５回ずつ
　やってみましょう。

いー

あー

　のどの前方・上方を鍛える
ことで食道入口部への食べ物
のとり込みを促します。

＜のどの体操＞

①あおむけに横になり、自分のつま先を見るように顔をあげます。
② 30 秒間維持。３回繰りかえします。

軽スポーツ教室軽スポーツ教室
日　時　11 月 14 日㈯
　　　　９時 30 分～ 11 時 30 分
会　場　安食小学校　体育館
参加費　無料
定　員　先着　
　　　　10 歳代～ 50 歳代　10 名
　　　　60 歳以上　20 名
内　容　ショートテニス・ソフトバレー
持ち物　マスク、上履き、タオル、飲み物、
　　　　健康観察シートなど
申込み　11 月１日㈰～７日㈯

その他　
　学校施設を使用することから、児童の新型
コロナウイルス感染拡大防止のため、当日の
１週間前から「健康観察シート」を記入して
いただきます。「健康観察シート」は町ホー
ムページからダウンロードできます。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、
　事業を中止または延期する場合があります。
　その際はホームページなどでお知らせします。

【【100 健康ポイント付き100 健康ポイント付き】】

①

②③



22令和２年 11 月 １ 日

●幼児健診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　健康介護課健康推進班⑤番窓口　 33-7708
　　　　　　　　　　　　※１歳６か月児健康診査の問合せ　福祉・子ども課子育て包括支援センター　 37-7185

問合せ
子育て包括支援センター

（ふれあいプラザさかえ内１階）
開設時間　９時～ 17 時 15 分
　　　　　　　　 37-7185

今月の休館日
１日㈰・２日㈪・ ４日㈬

 ８日㈰・９日㈪・15 日㈰
16 日㈪・22 日㈰～ 24 日㈫

29 日㈰・30 日㈪

健　診　名 月　日 会　場 受付 対　象　者 内　　　容
はみがきレッスン
※予約制

11 月 10 日㈫
ふれあいプラザさかえ

キッズランド
① ９:30 ～
② 10:30 ～

子どもと養育者 お口の健康状態で相談することが
できます

●教室・相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、状況によって変更となる場合がございます。

※１   受付時間は予約制となっておりますので、健診の個別通知をご確認ください。

健　診　名 月　日 会　場 受付 対　象　者 内　　　容

１歳６か月児健康診査 11 月 19 日㈭
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室 ※１

平成 31 年４月 / 令和
元年５月生まれの子

内科・歯科診察／身体測定／保健・
栄養・歯科相談

２歳半児歯科健康診査 11 月 12 日㈭
平 成 29 年 10 月 ～

12 月生まれの子
歯科診察／歯科相談

乳幼児の生活リズム

　早寝早起きは、子どもがすくすく元気に
育つためにとても大切です。明るいときに
起き、暗くなったら眠るというリズムを身
につけるのは人生最初の学びです。

　昼夜のリズムができ始める生後３～４か月頃
になると骨を伸ばしたり、筋肉を増やす働きの
ある成長ホルモンが分泌されるようになりま
す。寝入って最初の深い睡眠で多く分泌される
ため、「寝る子は育つ」は本当です。

①朝起きたら、朝日を浴びる。朝日を浴びることで眠気を促すメラトニン
　というホルモンの分泌が減り、目が覚めると言われています。
②朝の授乳や食事をしっかり摂る。朝食は睡眠中に低下した体温を上げ、
　目を覚ます働きがあります。
③テレビやスマホの視聴は１日２時間までにする。長時間のテレビやスマホは刺激が強　
　く、睡眠に影響します。良質な睡眠のため、子どもへ睡眠前にテレビやスマホを見せる
　ことは避けましょう。
④昼寝は 15 時までに切り上げる。遅くまで昼寝をすると、食事やお風呂の時間が
　遅くなり就寝時間も遅くなる可能性があります。
⑤早めの時間にお風呂に入る。入浴後は一度上がった体温が下がることで、
　入眠を促すと言われています。
⑥ 20 時～ 21 時までに部屋を暗くするなど環境を整える。部屋を暗くすることで眠気を
　促すメラトニンが分泌され、眠気を起こしてくれます。

　子どもを早めに寝かしつけることで、趣味の時間や夫婦の時間などにあてることができ、リ
フレッシュすることもできるかもしれません。早速、早寝早起きにチャレンジしてみましょう。

〇寝る子は育つは本当？

〇子どもの良質な睡眠を確保するために、子どもに対して  
　日頃の生活リズムを意識してみましょう。
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アップＲは、子育て中の方が、
　　　　　情報を交換したり、子育ての悩みを話したりなど、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　親子で楽しく過ごせる施設です。

今月の休館日
 ２日㈪・４日㈬
５日㈭午後休館
９日㈪・16 日㈪
23 日㈪・24 日㈫

30 日㈪

開館時間 /９時～ 12時

　13時～ 15時 30分
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今月の龍夢っ子

　私達を和ませてくれることから音和と名づけ
て早 10 か月。ベロを出してはにかんだり、大
きな口を開けて驚き、楽しい時はケラケラ笑い
ます。もちろん機嫌が悪ければ力一杯泣き、名
前を呼ぶと手を挙げて、最近では「アイっ！」
と立派な返事もしてくれる様になりました。新
しい感情表現を見せてくれる度に感じる成長の
嬉しさと可愛さに今も変わらず和ませて貰って
います。

Q　寝かしつけの技は？
A　パパがいる時はパパが寝かしつけます。パ  
　パいわく『根気！！』
　　そしてどうしてもダメな時、最後は…ママ
　のおっぱいです (^-^)。

音 和 ち ゃ ん の マ マ に 聞 い て み ま し
た！！

西脇　音和　ちゃん（令和元年11月生まれ）
にしわき おと

※
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◎新型コロナウイルス感染症対策により、予定している事業などを中止または延期する場合が
あります。その際は、ホームページなどでお知らせいたします。

不要な入れ歯を回収しています

　役場正面玄関およびふれあいプラ
ザさかえふれあいセンター入口に入
れ歯回収 BOX を設置しています。
　回収した入れ歯は、NPO 法人日
本入れ歯リサイクル協会に送り、金
属を精製して換金した収益金が栄町
社会福祉協議会に寄付され地域福祉
活動の資金に役立てられます。
　入れ歯を回収 BOX に入れる時は
下記のとおりお願いします。
①汚れを落とし、熱湯か入れ歯洗浄
　剤 ( 除菌タイプ ) で消毒してくだ
　さい。
②厚手の紙で包み、ビニール袋に入
　れてください。

　なお、入れ歯以外にも歯にかぶせ
たクラウン、歯に詰めたインレ―、
歯と歯をつないだブリッジも回収で
きます。
※ただし、金属の付いていない入れ
　歯は回収できません。
問合せ　栄町社会福祉協議会
　　　　　　　　 95-1100

　令和２年度犯罪被害者週間
「千葉県民のつどい」について

　11 月 25 日から 12 月 1 日までは
「犯罪被害者週間」です。
　今年度は千葉テレビ放送で特別番
組を放送します。
放送日時　11 月 28 日㈯
　　　　　９時 30 分～９時 55 分
放送局　千葉テレビ放送
番組名 ( 予定 )　
　「令和２年度犯罪被害者週間千葉
県民のつどい」特別番組　
主　催　千葉県、
　　　　公益社団法人千葉犯罪
　　　　被害者支援センター

個人事業税の納期限内
　　納付について

　個人事業税の第２期分の納期限
は、11 月 30 日 ㈪ で す。 最 寄 り の
金融機関、コンビニエンスストアで
納めてください。
　納税には口座振替を利用されると
便利です。なお、今年度より納期限内
であればインターネットを利用した
クレジットカードでの納付が可能と
なりました。併せてご活用ください。
問合せ　佐倉県税事務所
　　　　　　　　 043-483-1114

女性に対する暴力を
　　なくす運動

　 毎 年 11 月 12 日 か ら 25 日 ま で
の２週間は「女性に対する暴力をな
くす運動」期間です。
　ひとりで悩まずご相談ください。
問合せ　ＤＶ相談
　　　　　　　　 0570-0-55210

大気汚染防止のための冬季対策

　冬季は、大気がよどみやすく、大
気汚染物質の濃度が高くなるため、
毎年 11 月から 1 月までの間を、大
気汚染防止のための冬季対策期間と
しています。
　冬の空をきれいにするためにご協
力をお願いします。
○節電に努めましょう
○暖房は室温 20 度を目安に設定し、
　重ね着などで工夫しましょう
○暖房機器やガス給湯器の買い替え
　時には、環境負荷の少ない機器を
　選びましょう
○外出時は、自転車や公共交通機関
　の利用に努めましょう
○自動車を使用する際は急発進・急
　ブレーキを行わず、駐停車時はエ
　ンジンを切るなど、エコドライブ
　に取り組みましょう
問合せ　県大気保全課 
　　　　　　　　 043-223-3802

11 月は児童虐待防止
　　推進月間です

　『しつけ』が行き過ぎると虐待に
当ることもあります。
　体罰などによらない子育てを
　　　　　　　　　　広げよう！
　子どもへの体罰は法律で禁止され
ます。体罰などによらない子育てを
推進するため、子育て中の保護者に
対する支援も含めて社会全体で取り
組んでいきましょう。
　こんなことはしていませんか。
○何度も言葉で注意したけど言うこ
　とを聞かないので、頬を叩いた。
○いたずらをしたので、長時間正座
　をさせた。
○宿題をしなかったので夕食を与え
　なかった。
　児童虐待かも？と思ったらすぐに
お電話ください。
問合せ　児童相談所全国共通
　　　　ダイヤル 189（いちはやく）
　　　　福祉・子ども課
　　　　　　　　 33-7707

税を考える週間

　11 月 11 日㈬～ 17 日㈫　
テーマ：「くらしを支える税」

　国税庁では、国民の皆様に租税の
意義や役割、税務行政に対する知識
と理解を深めていただくため、毎年
11 月 11 日から 11 月 17 日を「税
を考える週間」として、様々な広報
広聴施策を実施しています。
　その一環として、国税庁ホーム
ページ内に特設ページを設け、国税
庁の各種取組を分かりやすく最新の
データで紹介するほか、YouTube
の「国税庁動画チャンネル」やイン
タ ー ネ ッ ト 番 組「Web-TAX-TV」、
ツイッターなどの SNS で新着情報
を発信しています。
　また、オンライン手続きとして、
マイナポータルから取得したデータ
を活用した年末調整や確定申告書の
作成、キャッシュレス納付、税務相
談チャット、電子申告によるペー
パーレス化など各種取組についても
掲載しています。
問合せ　成田税務署　
　　　　　　　　 0476-28-5151
　税に関する情報は国税庁ホーム
ページ (www.nta.go.jp) へ
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印旛郡市文化財センター

　令和２年度最新出土考古資料展を
開催中
　酒々井町墨古沢遺跡（旧石器時
代）、成田市畑ヶ田遺跡群Ⅰ（古墳
時代）ほか、最新の発掘調査成果を
紹介しています。
期　間　令和３年６月 25 日㈮まで
場　所　印旛郡市文化財センター
　　　　考古資料展示室
時　間　10 時～ 17 時
※土日・祝日・年末・年始休館
　入館料無料
※当面の間、見学は事前電話予約制
　とします。
問合せ　印旛郡市文化財センター
　　　　　　　　 043-484-0126
　　

ふれあいプラザさかえ
今月の休館日
２日㈪・４日㈬
９日㈪・16 日㈪

23 日㈪・24 日㈫・30 日㈪
※休館日を変更する場合があ
ります。　　　　　　　

サマーキッズ教室を写真で
　　　振り返ります

　８月に、ふれあいプラザさかえで
行われた「サマーキッズ教室」の様
子を写真で紹介します。
　ご来館の際には、ぜひご覧ください。
期　間　11 月１日㈰～ 29 日㈰
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　１階ロビー

いきいき広場

　　100 健康ポイント付き
リンパマッサージ
　～心も身体も元気になろう！～
日　時　11 月 26 日㈭
　　　　10 時～ 11 時 30 分
受　付　９時 30 分～
会　場　ふれあいプラザ悠遊亭
参加費　無料
講　師　遊佐　素子　氏
定　員　先着 20 名
持ち物　水分補給用飲み物、動きや
　　　　すく素足になれる服装、ヨ
　　　　ガマットまたはバスタオル
　　　　（貸出しはありません）
主　催　栄町健康づくり推進員
申込み・問合せ　
　健康介護課　 33-7708
※ 11 月２日㈪８時 30 分から電話
　または窓口での受付とします。
　定員になり次第受付を終了します。
※キャンセルの場合はお早めにご連
　絡ください。
お願い
・ご自宅で体温を測ってからお越し
　ください。37 度５分以上の場合
　や、体調不良のある方は参加でき
　ません。
・会場にお越しの際は、必ずマスク
　をご着用ください。

　ユニセフ・ラブウォーク   　
　　　　　　　in 房総のむら

　～歩き・楽しみ・学び
　　　　　　　そして社会貢献～
　手洗いの大切さを学び、世界のこ
どもたちへの支援につなげましょう。
日　時　11 月 23 日㈪㊗
受　付　９時～ 10 時 30 分
　　　　雨天決行
※スタート時間別のお申込みとなり
　ます。
　①９時～９時 20 分
　②９時 20 分～９時 40 分
　③９時 40 分～ 10 時
　④ 10 時～ 10 時 30 分
会　場　房総のむら
集合場所　ドラムの里
参加費　中学生以上 500 円
　　　　子ども（４歳～小学生）　
　　　　200 円
　　　　※全額ユニセフへ募金
定　員　先着 150 名
コース　房総のむらじっくり見学
　　　　コース（約４キロ）
※開会式閉会式なし。受付後随時ス
　タート、ゴール後にそのまま解散。
※お楽しみ抽選あり
申込み・問合せ　
　千葉県ユニセフ協会
　　　 043-226-3171
　Fax043-226-3172
　ＨＰ：www.unicef-chiba.jp
※お申込みは電話、Fax、ＨＰいず
　れかの方法でお願いします。
担　当　福本（千葉県ユニセフ協会）

祈りの竹灯り

　今年は新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、６月に計画してい
たキャンドルナイト 2020 は中止と
しました。今、何かできることはな
いかとの思いから、コロナ禍の収束
を願って竹灯りを灯しますのでぜひ
お出かけください。
日　時　11 月７日㈯
　　　   17 時～ 19 時
場　所　ふれあいプラザ　　
　　　　さかえ文化ホール入口
内　容　竹灯りをＬＥＤライトで灯
　　　　します。
問合せ　キャンドルナイトの会
　　　　鈴木
              090-4241-8769

　 国指定文化財公開事業
国史跡「岩屋古墳」特別公開

日　時　11 月 ３ 日 ㈫ ㊗　　　　　
　　　９時 30 分～ 15 時 30 分
会　場　岩屋古墳
　　　　（栄町龍角寺 1601 他）
※旧学習院初等科正堂前駐車場付近
内　容　
１．日本最大の方墳（古墳時代終末
　　期）に登頂できる。
２． 一辺約 80 ｍの周溝を体験できる。
３．岩屋の語源となった横穴式石室
　　内を観察できる。
※雨天などにより登頂できない場合  
　があります。
参加費　無料
申込み　当日直接お越しください。
お願い
 ・マスクまたはフェイスシールド
　を着用してください。
 ・手洗い、消毒をしてください。
 ・体温を計測してからお越しくだ
　さい。
 ・参加者は、事前に連絡先カード
　を提出させて頂きます
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●
絵
付
け

　

素
焼
き
し
て
あ
る
皿
や
茶
碗
、
湯
の
み
な
ど
に
絵
付

け
を
し
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
後
日
お
渡
し

か
、
郵
送
に
な
り
ま
す
。
小
学
２
年
生
以
下
は
引
率
者

が
必
要
で
す
。

●
竹
の
タ
ガ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　

樽
の
タ
ガ
の
編
み
方
を
応
用
し
て
、
竹
ひ
ご
で
リ
ン
グ

を
作
り
、キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。
５
歳
以
上
対
象
、

小
学
２
年
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

●
張
り
子
の
絵
付
け

　

伝
統
的
な
技
法
で
作
っ
た
「
お
面
」
や
「
動
物
」
な

ど
の
張
り
子
に
色
付
け
を
し
ま
す
。
５
歳
以
上
対
象
、

小
学
３
年
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

　　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
予
告
な
く
中
止
・
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
班

　
　
　
　
　

95
‐
１
１
１
２

№ 254

み
そ
岩
屋
古
墳
石
室
の
三
次
元
測
量
に
つ
い
て

●
え
び
す
講
の
料
理

11
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

　

旧
暦
10
月
20
日
の
え
び
す
講
の
日
は
、
福
の
神
で
あ

る
え
び
す
様
を
ま
つ
っ
て
一
年
の
商
売
繁
盛
を
感
謝
す

る
日
で
す
。
め
し
屋
で
は「
魚
の
煮
付
け
」「
白
和
え
」「
が

じ
ぼ
じ
な
ま
す
（
蒸
し
た
あ
さ
り
と
鬼
お
ろ
し
で
お
ろ

し
た
大
根
に
調
味
料
を
つ
け
て
混
ぜ
た
も
の
）」「
し
じ

み
の
味
噌
汁
」「
さ
し
み
」
な
ど
、
佐
原
の
商
家
に
伝

え
ら
れ
た
え
び
す
講
の
料
理
を
再
現
し
、
展
示
し
ま
す
。

【
体
験
】

　

11
月
に
実
施
す
る
主
な
体
験
で
す
。
体
験
の
日
程
に

つ
い
て
は
、
房
総
の
む
ら
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
当
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
畳
の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

　

畳
表
に
、
お
好
み
の
柄
の
縁
を
貼
り
付
け
て
、
コ
ー

ス
タ
ー
や
小
物
置
き
を
作
り
ま
す
。
５
歳
以
上
対
象
、

小
学
２
年
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

今月の休館日
２日㈪・９日㈪

16 日㈪・24 日㈫
30 日㈪

　

み
そ
岩
屋
古
墳
（
龍
角
寺
１
０
６
号
墳
）
は
、
岩
屋
古
墳
の
北
隣
の
谷
に
築
造
さ
れ
た

方
墳
。
規
模
は
小
さ
い
が
、
三
段
築
成
や
切
石
積
横
穴
式
石
室
等
、
岩
屋
古
墳
に
共
通
す

る
要
素
が
多
く
、
後
続
す
る
墳
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
岩
屋
古
墳
に
比
べ
る
と
玄
室
が

幅
広
く
、
使
用
さ
れ
た
石
材
も
や
や
大
き
い
。

　

千
葉
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
昭
和
54
年
度
か
ら
３
ヵ
年
に
わ
た
る
事
業
と
し
て
龍
角
寺

古
墳
群
の
古
墳
、
塚
の
全
て
に
つ
い
て
測
量
調
査
が
実
施
さ
れ
、
み
そ
岩
屋
古
墳
の
墳
丘

規
模
な
ど
が
確
定
さ
れ
、
一
辺
が
35
ｍ
、
高
さ
４
．
７
ｍ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。（『
竜
角
寺
古
墳
群
測
量
調
査
報
告
書
』
昭
和
57
年
）
こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
屋
古
墳

の
約
２
分
の
１
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
に
早
稲
田
大
学
考
古
学
研
究
会
を
中
心
と
し
た
墳
丘
と
石
室
の
実

測
が
実
施
さ
れ
、
初
め
て
石
室
の
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。（
多
宇
邦
雄
・
永
沼

律
朗
「
み
そ
岩
屋
古
墳
の
検
討
」『
古
代
65
号
』、昭
和
54
年
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、石
室
形
態
は
、

玄
室
・
羨
道
よ
り
な
る
両
袖
型
の
横
穴
式
石
室
（
全
長
４
５
８
㎝
）
で
、
半
地
下
式
の
構

築
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
石
材
は
全
て
貝
化
石
を
含
む
砂
岩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
玄
室
の
床
に
は
、
切
石
が
丁
寧
に
敷
か
れ
て
お
り
二
箇
所
に
板
石
が
組
み
込

ま
れ
て
い
た
。
主
軸
上
で
奥
壁
か
ら
一
〇
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
所
で
は
、
幅
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
の
隙
間
が
あ
り
、
板
石
が
抜
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
以
下
略
）」
と
あ

り
間
仕
切
り
石
が
２
ヵ
所
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
永
沼
律
朗
「
印
旛
沼
周

辺
の
終
末
期
古
墳
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
44
集
』
平
成
４
年
）

　

み
そ
岩
屋
古
墳
石
室
の
三
次
元
測
量
調
査
は
、
城
倉
正
祥
准
教
授
の
指
導
の
も
と
に
早
稲
田
大

学
文
学
部
考
古
学
コ
ー
ス
の
方
々
に
、
平
成
30
年
５
月
に
岩
屋
古
墳
と
同
時
期
に
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
岩
屋
古
墳
に
引
続
き
、詳
細
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
川
村
悠
太
ほ
か「
龍

角
寺
古
墳
群
横
穴
式
石
室
の
三
次
元
計
測
―
龍
角
寺
岩
屋
古
墳
西
石
室
・
み
そ
岩
屋
古
墳
の
計
測

―
」『
溯
航
第
37
号
』、
平
成
31
年
２
月
）
な
お
、
測
量
調
査
に
先
だ
ち
５
月
８
日
に
栄
町
文
化
財

サ
ポ
ー
タ
ー
８
名
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
石
室
内
に
流
入
し
た
土
砂
を
取
り
除
き
、
床
面
の

清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
玄
室
の
奥
壁
に
は
、
大
型
の
石
材
が
１
つ
使
用
さ
れ
る
。
高
さ
１
９
８
．

２
㎝
、
床
面
の
幅
２
０
０
．
７
㎝
、
天
井
の
幅
７
０
．
２
㎝
。
形
は
両
辺
が
や
や
ア
ー
チ
状
に
膨

ら
む
台
形
で
あ
る
。
床
面
の
形
は
、
軸
線
長
３
０
８
．
８
㎝
、
奥
壁
側
の
幅
２
０
０
．
５
㎝
、
玄

門
側
の
幅
１
７
６
．
０
㎝
の
矩
形
で
あ
る
。
左
側
壁
は
、
床
面
で
の
長
３
１
５
．
６
㎝
、
天
井
で

の
長
２
８
１
．
１
㎝
、
奥
壁
側
の
高
さ
１
９
８
．
３
㎝
、
玄
門
側
の
高
さ
１
８
７
．
６
㎝
。
天
井

は
、
残
存
長
２
５
４
．
４
㎝
、
奥
壁
側
の
幅
７
０
．
２
㎝
と
な
る
。

　

玄
門
は
、
側
壁
と
框
石
は
残
存
す
る
。
下
の
幅
６
８
．
１
㎝
、
最
大
幅
９
９
．
６
㎝
、
高
さ

１
３
６
．
５
㎝
と
な
る
。
玄
門
側
壁
は
、
貝
化
石
を
板
状
に
加
工
し
た
も
の
を
２
枚
つ
な
げ
て
い

る
。
接
続
部
は
、
不
自
然
に
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
加
工
し
て
こ
の
よ
う
な
形
に
し
た
と

思
わ
れ
る
。
框
石
は
、
３
段
積
で
あ
り
、
上
２
段
は
幅
20
㎝
前
後
で
あ
る
。

　

羨
道
は
、
板
状
の
石
材
を
玄
門
に
対
し
垂
直
に
立
て
て
つ
く
ら
れ
る
。
玄
門
側
の
石
材
は
高
さ

約
１
５
０
㎝
と
、
玄
室
の
天
井
に
近
い
高
さ
と
な
る
。

　

今
回
の
三
次
元
測
量
調
査
は
、
あ
ら
た
め
て
石
室
内
部
の
状
況
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
で

き
る
デ
ー
タ
を
得
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
み
そ
岩
屋
古
墳
は
現
況
の
地
形
測
量

の
デ
ー
タ
の
み
で
、
実
際
の
墳
丘
構
造
や
規
模
、
周
溝
の
検
出
や
規
模
の
確
定
と
い
う
よ
う
な
基

礎
的
な
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
学
術
調
査
を
実
施
し
、
保
存
と
活
用
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今月の休館日
　２日㈪・９日㈪
  16 日㈪・24 日㈫
　　　30 日㈪

ゆ
め
キ
ッ
チ
ン

　
　
　
　
　
秋
冬
限
定
メ
ニ
ュ
ー
！

　

ド
ラ
ム
の
里
「
ゆ
め
キ
ッ
チ
ン
」

で
は
、
秋
冬
限
定
で
、
新
メ
ニ
ュ
ー

【
３
品
】
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
中
で
す
。

・ 

具
だ
く
さ
ん
芋
煮
汁(

３
５
０
円)

・
も
ち
も
ち　

ち
ま
き(

２
０
０
円)

・
み
そ
田
楽　

(

２
０
０
円)

　

栄
町
の
食
材
を
使
っ
た
、
和
食
メ

ニ
ュ
ー
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
！

問
合
せ　

　

ゆ
め
テ
ラ
ス

　
　

80-

０
０
１
１

▲具だくさん
     芋煮汁



27 広報さかえ

ふれあいプラザさかえ

５日㈭・10 日㈫  10 時～ 11 時 30 分  

　26 日㈭  13 時 30 分～ 15 時　

さかなおコミュニティセンター

５日㈭  13 時 30 分～ 15 時

16 日㈪  10 時～ 11 時 30 分

房総のむら

12 日㈭  10 時～ 11 時 30 分

20 日㈮  13 時 30 分～ 15 時

JA とれたて産直館栄店

10 日㈫・20 日㈮  10 時～ 11 時 30 分

　

相
談
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

成
田
警
察
署　


27
‐
０
１
１
０

　

印
西
警
察
署　


42
‐
０
１
１
０

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

※事件・事故の発生や気象条件などにより変更にな
　る場合がございます。
　詳細は、各警察署の地域課へお問い合わせくださ
　い。

よせられた善意よせられた善意 （敬称略）

町へ
（８月 16 日～９月 15 日受付分）
○栄町ふるさと応援寄附金
　合計（441 件 )　5,366,000 円

社会福祉協議会へ（９月受付分）
〇一般寄附
　匿名（１名） 　    　 2,000 円

　歳末期（12 月～３月） に地域
の支え合い活動として、高齢者の
見守り活動などを行う団体に歳末
た す け あ い 募 金 の 一 部 を 配 分 し

（助成）します。
申請方法および申請期限
　助成金を希望する団体は社会福
祉協議会が指定する様式に記載の
う え 11 月 20 日 ㈮ ま で に 協 議 会
にご持参ください。
※様式は協議会ホームページから
　ダウンロードするか、協議会窓
　口で受け取ってください。
助成金額
一団体当たりの上限が 30,000 円
※応募多数の場合は、減額する場
　合があります。

　

　　  令和２年度　　  令和２年度
歳末たすけあい助成金歳末たすけあい助成金

　　

栄町消費生活相談員からの
ワンポイントアドバイス

楽しく通ううちに高額な商品や
　  必要以上の商品を購入！

≪事例１≫
　知人に誘われて「宣伝を聞くと無料で商品がもらえ
る」という会場に出かけた。何度か通ううちに販売員
から１対１の勧誘を受けるようになった。２か月の間
に磁気治療器、浄水器など勧められ断り切れずに契約
した。今からでも解約できますか。
≪事例２≫
　80 代の母親が日替わりで安価に商品が購入できると
いうチラシを見て会場に通った。行けば販売員から愛想
よくしてもらえ、購入すれば特別扱いされることから、
貯金を取り崩して購入を続けたようだ。押し入れから
大量の健康食品が出てきてわかった。返品できますか。
事例１の場合
　契約してから８日間はクーリング・オフの通知を出
せば無条件で解約できます。クーリング・オフの期間
が過ぎても勧誘トークなどに問題があった場合には話
し合いで解決する事になります。
事例２の場合
　通常必要とされる分量を著しく超える商品を購入さ
せられた場合 ( 過量販売 ) は 1 年以内ならクーリング・
オフと同様の方法で通知し解除できます。
★トラブル防止のポイント
〇無料・安価な日用品などにつられて安易に会場に近
　づかない事が第一です。長期的に通うなかで築かれ
　た販売員との関係や会場の雰囲気によって、勧誘を
　断りにくくなります。
〇老後の資金を取り崩してまで購入が必要か、熟慮し
　ましょう。
〇高齢者が会場に出向く背景には日常的な寂しさ、娯
　楽のなさ、健康不安・経済不安があるといわれてい
　ます。家族や周囲の人は頭ごなしに怒ったりせず話
　をよく聞くようにしましょう。
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今月の納付要介護認定更新手続き

　要介護認定の有効期限が
12 月末日の方は、11 月２
日㈪から申請ができます。
　忘れずに更新申請をして
ください。

健康介護課　 33-7709

国民健康保険税・・・５期
後期高齢者医療保険料５期

納期限　11 月 30 日㈪

　毎週土曜日に各種証明書
を交付しています。

（祝日・年末年始を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　税務課　 33-7703
　　住民課　 33-7704

土曜開庁 人口と世帯

人口 20,344 人 （+7）
男 9,990 人 （+5）
女 10,354 人 （+2）

世帯数 9,131 世帯（+16）

栄町朗読奉仕会のご協力により、目の不自由な方に音声の「広
報さかえ」をお届けしています。社会福祉協議会 95-1100

声の広報
（CD）

●各種相談
※相談日・時間など、都合により変更する場合があります。

●休日の救急・夜間診療

10 月１日現在（前月比）

相談名 日　時 会　場 問合せ

人権・行政相談
２日㈪
13 時 30 分～ 16 時

（最終受付 15 時）

役場３階
第２会議室

環境協働課
 33-7710

心の相談
（事前予約）

10 日㈫・17 日㈫　
10 時 15 分～ 12 時 15 分
※ 30 分で３枠受付

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

いんば障害者
相談センター
 99-2501

デイケアクラブ
「ほっとする～」

（事前予約）
６日㈮・20 日㈮

ふれあいプラザ
さかえなど

いんば障害者
相談センター
 99-2501

消費生活相談
10 日㈫・17 日㈫・24 日㈫
９時 30 分～ 12 時 /
13 時～ 15 時 30 分（最終受付）

役場４階
第５会議室

産業課
 33-7713

教育相談
毎週火・金曜日
※３日㈫はお休み
10 時～ 15 時

ふれあいプラザ
さかえ２階

教育支援センター
 80-1520

司法書士相談
（事前予約）

11 日㈬
18 時～ 19 時 30 分

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室

社会福祉協議会
 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

４日㈬・18 日㈬
13 時～ 16 時

役場２階
社会福祉協議会

社会福祉協議会
 95-1100

法律相談
（事前予約）

26 日㈭
13 時 30 分～ 16 時

役場３階
第１会議室
社会福祉協議会

社会福祉協議会
 95-1100

認知症カフェ
オレンジサロン

20 日㈮　10 時～ 12 時
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
 33-7709

生活困窮出張相談
第２・第４金曜日
９時～ 16 時

役場２階
社会福祉協議会

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートセンター

 043-308-6332

不動産相談
17 日㈫
10 時～ 12 時
( 最終受付 11 時 30 分）

役場３階
第２会議室

まちづくり課
 33-7719

交通事故相談
（事前にお問合せく

ださい）

土曜・日曜・祝日および年末年
始を除く　　９時～ 12 時　
13 時～ 16 時 30 分

千葉県庁
本庁舎２階

千葉県交通事故相談所

 043-223-2264

診療科目 受　付　時　間

小児科
（15 歳以下）

月曜日～土曜日／ 19 時～翌朝５時 45 分
日曜日・祝日／９時～ 16 時 45 分、19 時～翌朝５時 45 分
※年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

　印旛市郡小児初期急病診療所 043-485-3355（佐倉市健康管理センター内）

　近隣の主な救急病院
北総栄病院 95-6811・成田赤十字病院 22-2311・成田病院 22-1500
日本医科大学千葉北総病院 99-1111・成田富里徳洲会病院 93-1001
印西総合病院 33-3000
※診療時間・診療科目は、直接病院にお問い合わせください。
※成田赤十字病院小児救急（17 時～ 23 時）は、重患者・紹介患者のみの診療です。

　成田急病診療所 27-1116（成田市保健福祉館敷地内）
診療科目 受　付　時　間

小児科・内科
月曜日～土曜日／ 19 時～ 22 時 45 分
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分、19 時～ 22 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

外　科 日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

歯　科 祝日・振替休日（ただし日曜日は除く）／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

　食べ物を無駄にするのはもったいない。
食品ロスを減らすために、出来ることから始め
ましょう！買い物前に冷蔵庫をチェック！
　　　　　　　　　　環境協働課 33-7710

１ 日
わんぱくクラブ（入園願書受付・面
接日）【P.23】

２ 月
ドラムの里・ふれプラ休館日
ミッキールーム（入園願書受付・面
接日）【P.23】

３ 火
【文化の日】
国指定文化財公開事業
国史跡「岩屋古墳」特別公開【P.25】

４ 水
ふれプラ休館日
ミッキールーム（ごっこ遊び・ふれ
あい遊び）【P.23】

５ 木 ホップステップさくらんぼ【P.23】

６ 金

７ 土 祈りの竹灯り【P.25】

８ 日

９ 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

10 火
すこやかタイム【P.23】
はみがきレッスン【P.22】

11 水

12 木

シーズンイルミネーション点灯式　　
　　　　　　　　　　　　　【P.14】
２歳半児歯科健康診査【P.22】
プチさくらんぼ【P.23】

13 金

14 土 軽スポーツ教室【P.21】

15 日

16 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

17 火

18 水

19 木
１歳６か月児健康診査【P.22】
ニコニコタイム【P.23】

20 金

21 土
22 日

23 月
【勤労感謝の日】
ふれプラ休館日
ユニセフ・ラブウォーク in 房総のむ
ら【P.25】

24 火 ドラムの里・ふれプラ休館日

25 水 公園で遊ぼう【P.23】

26 木
いきいき広場（リンパマッサージ）

【P.25】

27 金

28 土

29 日

30 月 ドラムの里・ふれプラ休館日
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町
議
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よ
り

栄
町
議
会
だ
よ
り

発
行
　
栄
町
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

栄町議会だより１

令
和
２
年
９
月
定
例
会
　
第

令
和
２
年
９
月
定
例
会
　
第
114114
号号

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

議
案
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

改
正
を
踏
ま
え
、
条
例
中
で
引

用
す
る
同
法
の
規
定
の
条
項
名

に
つ
い
て
改
正
を
行
う
と
と
も

に
、
こ
れ
に
併
せ
て
規
定
を
整

理
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号　
　

   

全
員
賛
成

　

栄
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

改
正
を
踏
ま
え
、
放
課
後
児
童
支

援
員
と
な
る
の
に
必
要
な
研
修
の

実
施
主
体
に
つ
い
て
、
中
核
市
の

長
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
等
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

千
葉
県
の
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
等
助
成
事
業
に
お
け
る

現
物
給
付
化
へ
の
移
行
及
び
自

己
負
担
額
の
見
直
し
を
踏
ま

え
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

等
の
助
成
方
法
、
自
己
負
担
額

な
ど
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

栄
町
安
食
字
前
新
田
３
１
４
４

番
１
外
の
宅
地
開
発
に
伴
い
、
町

が
帰
属
を
受
け
た
区
画
道
路
に
つ

い
て
、
町
道
と
し
て
認
定
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

議
案
第
５
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
２
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
，

６
２
５
万
円
を
増
額
し
、
総
額

96
億
９
，
２
４
９
万
８
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
地
方
交
付
税
、
繰
越
金
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
整

備
事
業
、
通
学
路
整
備
事
業
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
２
年
度
栄
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
，

３
３
４
万
２
千
円
を
増
額
し
、

総
額
28
億
２
５
９
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
繰
越
金
に
よ
る
も
の
で

す
。
歳
出
で
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
、
過
年
度
返
還
金
に

よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
２
年
度
栄
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
45
万
８
千

円
を
増
額
し
、
総
額
２
億
６
，

２
７
４
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
繰
越
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
料
負
担
金
、
過

年
度
返
還
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
２
年
度
栄
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
，

４
５
２
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
16
億
８
，
７
４
８
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
繰
越
金
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。
歳
出
で
は
、
財
政
調
整

基
金
積
立
金
、
過
年
度
返
還
金

に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
２
年
度
栄
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
に
つ
い
て
は
長

期
前
受
金
を
収
益
化
す
る
も
の

で
、
３
９
８
万
７
千
円
増
額
。

収
益
的
支
出
に
お
い
て
は
、
企

業
債
償
還
に
お
け
る
支
払
利
息

の
減
額
及
び
資
産
（
施
設
・
設

備
）
の
減
価
償
却
費
の
増
額
に

よ
る
も
の
で
、
８
０
６
万
７
千

円
増
額
。
資
本
的
支
出
に
つ

い
て
は
、
企
業
債
償
還
金
で
、

２
６
万
５
千
円
増
額
。
さ
ら

に
、
特
例
的
収
入
及
び
支
出
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
決
算

に
よ
り
、
未
収
金
及
び
未
払
い

金
の
額
が
確
定
し
た
の
で
、
未

収
金
と
未
払
金
を
そ
れ
ぞ
れ
改

め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号　
　

   

全
員
賛
成

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

地
域
公
共
交
通
事
業
高
度
化

支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
り
バ

ス
車
両
を
取
得
す
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額

１
，
９
６
０
万
９
千
９
百
円

契
約
先

千
葉
日
野
自
動
車
株
式
会
社

認
定
第
１
号
～
第
６
号

第
１
号
～
第
５
号　

全
員
賛
成

第
６
号　
　
　
　
　

賛
成
多
数

　

令
和
元
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

　

決
算
認
定
の
審
査
を
行
う
た

め
、
議
長
お
よ
び
議
会
選
出
の

監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
12
名

に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
の
う
え
、
２
日
間
に
わ

た
り
各
常
任
委
員
会
の
所
管
事

項
別
に
質
疑
を
行
い
、
採
決
し

た
結
果
、
６
会
計
決
算
と
も
委

員
会
に
お
い
て
承
認
す
べ
き
と

さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
も
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

発
議
案
第
１
号　
　

全
員
賛
成

　

国
に
お
け
る
２
０
２
１
年
度
教

育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

財
政
状
況
の
厳
し
い
現
状
を

見
れ
ば
、
国
か
ら
の
財
政
的
な

支
援
等
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
充
実
し
た
教
育
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
の
整
備
を
一
層
す

す
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

発
議
案
第
２
号　
　

全
員
賛
成

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
21
世
紀
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
責
任
を
持
つ

と
と
も
に
、
教
育
水
準
の
維
持
向

上
と
地
方
財
政
の
安
定
を
は
か
る

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
が
、
９
月
８
日
か

ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
５
会
計
の
補
正
予

算
、
令
和
元
年
度
全
６
会
計
の
決
算
認
定
、
発
議
案
な
ど
合
わ

せ
て
、
21
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
全
18
議
案
等
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
８
名
、
傍
聴
者
は

延
べ
22
名
で
し
た
。

議

案

審

議
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た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
す
る
よ
う
強
く
求
め
る

意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
す
。

報
告
第
１
号

　

継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

　

栄
町
継
続
費
に
係
る
継
続
年

度
が
令
和
元
年
度
で
終
了
し
た

こ
と
か
ら
、
議
会
に
報
告
す
る

も
の
で
す
。（
処
理
場
施
設
等

長
寿
命
化
事
業
）

報
告
第
２
号

　

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率

及
び
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議

会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
３
号

　

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ

い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
に
係
る
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
監
査
委

員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報

告
す
る
も
の
で
す
。

　

藤
村　

勉

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
が
見
え
な
い
中
で
災
害

が
発
生
し
、
町
民
が
避
難
所
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
避
難
所
運
営
を
行
う
こ
と
に

な
る
が
、
町
は
、
ど
の
よ
う
な

感
染
症
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

答　

災
害
時
の
避
難
に
お
け
る
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、
避
難
者
の

避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
衛
生

管
理
を
、
万
全
を
期
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
を
踏

ま
え
た
避
難
所
開
設
運
営
方
針
」

を
定
め
、
避
難
所
の
感
染
症
対

策
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
本
運
営
方
針
で
、
避
難

所
の
過
密
状
態
の
防
止
、
衛
生

管
理
及
び
避
難
者
の
健
康
管
理

の
徹
底
、
避
難
所
ス
ペ
ー
ス
及

び
新
た
な
避
難
所
の
確
保
、
避

難
者
自
身
の
感
染
予
防
と
感
染

拡
大
防
止
措
置
へ
の
理
解
と
協

力
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
避
難
者

へ
の
適
切
な
対
応
を
図
り
な
が

ら
、
避
難
所
運
営
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

早
川　

久
美
子

問　

教
育
分
野
に
お
い
て
「
３

密
」
を
防
ぎ
な
が
ら
、
切
れ
目

の
な
い
学
習
環
境
の
提
供
は
重

要
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

た
め
の
端
末
や
機
器
の
整
備
。

又
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
・
児
童
生
徒
・
教
員
が
学
校
・

自
宅
で
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
２
年
度
に
繰
越
し

た
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
」
に
よ

り
、
町
内
全
小
中
学
校
に
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
補
正
予
算
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
等
１
，

０
９
０
台
を
整
備
し
た
。
さ
ら

に
、
家
庭
で
も
使
え
る
オ
ン
ラ

イ
ン
対
応
の
シ
ス
テ
ム
構
築
等

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
購
入
）
に

つ
い
て
は
、
９
月
議
会
の
補
正

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
な

お
、
全
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
各
学
級
数
分

の
指
導
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
整

備
後
、
家
庭
で
も
使
用
で
き
る

よ
う
設
定
を
行
い
、
学
校
と
家

庭
を
双
方
向
で
つ
な
ぐ
学
習
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
つ
い

て
は
、
全
国
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン

環
境
の
整
備
が
始
ま
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
端
末
の
調
達
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
年
度
内
に
は
、
全
児
童

生
徒
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
で
作
成
を
予

定
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
各

家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

環
境
を
活
用
し
な
が
ら
、
児
童

生
徒
が
、
各
家
庭
に
お
い
て
、

一
人
で
も
操
作
が
で
き
る
よ
う

な
具
体
的
な
内
容
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。

髙
萩　

初
枝

問　

地
球
温
暖
化
が
進
み
、
世

界
各
地
で
異
常
気
象
が
発
生
し

て
い
る
。
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

む
け
、
町
の
今
後
の
取
り
組
み
②

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
の

位
増
加
し
た
か
。
増
や
す
手
立
て

は
③
子
ど
も
達
が
環
境
教
育
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
家
庭
や
地
域
に

よ
り
広
め
ら
れ
な
い
か

答　

町
で
は
こ
れ
ま
で
第
５
次

総
合
計
画
策
定
に
際
し
て
も
、

特
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
て
策

定
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
職
員
の
理
解
を
進
め
、
ま

ず
は
、
今
年
度
中
に
第
５
次
総

合
計
画
の
各
施
策
が
17
の
目
標

の
ど
れ
に
貢
献
し
て
い
る
の
か

表
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
各
種
個
別
計
画
を
策
定

す
る
際
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識
し
て

策
定
す
る
よ
う
関
係
各
課
に
要

請
し
て
行
き
た
い
。
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
栄

町
で
は
太
陽
光
発
電
の
み
と
な

る
。
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
町
に
申
請
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
国
の

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
資
料
に

よ
り
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
令

和
２
年
３
月
末
の
太
陽
光
発

電
の
設
置
件
数
に
つ
い
て
は
、

４
１
５
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
本
年
３
月
末
の
発
電
量

は
、
７
，
９
０
６
Ｋ
Ｗ
発
電
し

て
い
る
。
町
で
は
、
現
在
、
県

の
補
助
金
を
原
資
と
し
た
「
栄

町
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

設
置
費
補
助
金
」
制
度
が
あ

り
、
昨
年
度
の
実
績
は
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
１
件
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム

が
７
件
の
補
助
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
が
４
件
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
が
７

件
、
合
計
11
件
の
申
請
を
受
け

て
い
る
。
今
後
も
こ
の
補
助
制

度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
太

陽
光
発
電
等
の
設
置
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
の
総
合
的
な
学
習
計
画
で

は
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を

家
庭
か
ら
地
域
へ
、
地
域
か
ら

町
全
体
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
各
学
校
で
は
、
子
供
た

ち
の
学
習
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

学
級
だ
よ
り
や
学
校
だ
よ
り
、

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
、
家
庭
・
地
域
・
町
へ
紹
介

し
て
い
る
。

大
塚　

佳
弘

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
国
か
ら
の
支
援
事
業
で
持
続

化
給
付
金
と
い
う
制
度
が
あ
る

が
、
そ
の
内
容
と
周
知
に
つ
い
て

答　

国
の
「
持
続
化
給
付
金
」

の
要
件
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
今
年
の
い
ず
れ
か
の
月
の

売
り
上
げ
が
前
年
同
月
と
比
較

し
、
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る

事
業
者
に
事
業
継
続
を
下
支
え

感
染
拡
大
の
防
止
・
新
た
な
生

活
様
式
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難

所
運
営
に
つ
い
て

町
政
の
こ
こ
が
知
り
た
い

　
　
一
般
質
問

栄
町
が
進
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
エ
ス
・
デ
ィ
・
ジ
ー
ズ
）

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
関
連
に
つ
い
て
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す
る
た
め
に
給
付
金
を
支
給
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
対
象

者
及
び
支
給
額
に
つ
い
て
は
、

中
堅
・
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
は
上
限
２
，
０
０
０
千

円
。
個
人
事
業
主
に
は
、
上
限

１
，
０
０
０
千
円
を
支
給
す

る
。
申
請
期
間
は
令
和
２
年
５

月
１
日
か
ら
令
和
３
年
１
月
15

日
ま
で
で
、
申
請
手
続
き
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
電
子
申
請

で
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
の
申
請
と
な
る
。
ま

た
国
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
出
来
な
い

方
の
た
め
に
、
対
面
に
よ
る
申

請
支
援
窓
口
を
、
千
葉
市
・
船

橋
市
・
松
戸
市
の
３
会
場
で
予

約
制
に
て
開
設
し
て
い
る
。
農

業
を
営
ん
で
い
る
方
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
今
年
の
い
ず

れ
か
の
月
の
売
り
上
げ
が
前
年

同
月
と
比
較
し
、
50
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
減
少
し
て
い
れ
ば
対
象

と
な
る
。
国
の
持
続
化
給
付
金

制
度
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
広
く
国
民
に
周
知
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

町
に
お
い
て
も
、
町
独
自
の
支

援
策
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
支

援
策
を
掲
載
し
た
広
報
の
臨
時

号
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
町

民
に
周
知
を
行
っ
た
。
し
か

し
、
農
業
者
の
方
よ
り
、「
給

付
金
制
度
の
対
象
に
な
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
。」
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

近
い
時
刻
に
運
行
し
て
い
る
「
大

鷲
神
社
入
り
口
」
バ
ス
停
ま
で

は
近
距
離
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

循
環
バ
ス
に
よ
る
通
学
利
用
で

対
応
し
て
い
る
。
現
在
、
北
辺

田
地
区
の
中
学
生
に
は
、
体
調

不
良
や
悪
天
候
時
に
利
用
で
き

る
栄
町
循
環
バ
ス
の
無
料
パ
ス

を
発
行
し
て
い
る
。
な
お
、
中

学
生
と
い
う
発
達
段
階
を
踏
ま

え
、「
体
力
」
並
び
に
「
耐
力
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
自
転
車
通

学
へ
の
選
択
経
過
を
観
察
し
つ

つ
、
運
行
調
査
を
し
て
い
く
。

岡
本　

雅
道

問　

設
備
が
整
っ
た
栄
特
別
支

援
学
校
は
、
支
援
が
必
要
な
避

難
者
専
用
に
利
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
足
す

る
避
難
所
に
は
、
地
域
の
集
会

所
を
活
用
し
、
増
々
不
足
す
る

避
難
所
開
設
要
員
と
し
て
地
域

住
民
を
臨
時
雇
用
す
る
検
討
は

進
ん
で
い
る
か
。

答　

千
葉
県
立
栄
特
別
支
援
学

校
を
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

の
避
難
場
所
に
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
検
討
は
、
ま
だ
行
っ
て

い
な
い
。
介
護
を
必
要
と
す
る

避
難
者
を
、
直
ち
に
受
け
入
れ

る
こ
と
は
、
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、
施
設
の
利
用
範
囲
を
拡

大
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

か
な
ど
を
含
め
、
改
め
て
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。
次
に
、
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
町
職
員
は
、
災
害
復
旧
作

と
し
て
も
、
再
度
、
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
個
人
の
農

業
者
も
持
続
化
給
付
金
の
対
象

と
な
る
旨
を
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。松

島　

一
夫

問　

全
学
区
に
中
学
校
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
対

す
る
見
解
は
。
ま
た
、
布
鎌
学

区
の
生
徒
は
不
完
全
な
が
ら
も

循
環
バ
ス
の
利
用
が
可
能
だ
が
、

北
辺
田
学
区
の
生
徒
が
安
食
台

小
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
中
学

校
の
統
合
に
よ
り
、
統
合
地
区

を
対
象
と
し
た
運
行
を
し
て
い

る
た
め
、
町
内
全
域
を
運
行
ル

ー
ト
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
今
の
バ
ス
の
ル
ー
ト
に

北
辺
田
地
区
を
加
え
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
当

該
地
区
を
運
行
し
て
い
る
安
食

台
小
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
も

考
え
た
が
、
こ
れ
は
、
下
車
位

置
か
ら
、
栄
中
学
校
ま
で
の
距

離
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
現
在

の
運
行
時
刻
で
は
、
下
校
時
刻

の
バ
ス
の
時
間
が
合
わ
な
い
の

が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
昨
年
４
月
に
新
設
し
た

栄
町
循
環
バ
ス
「
安
食
台
３
丁

目
」
バ
ス
停
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
食
台
小
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
下
車
位
置
よ
り
も
栄

中
に
近
く
、
尚
且
つ
、
栄
中
学

校
の
部
活
終
了
の
下
校
時
刻
に

業
や
復
興
に
向
け
た
業
務
な
ど

も
あ
り
、
避
難
所
に
配
置
で
き

る
職
員
数
が
限
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
ら
か

じ
め
、
避
難
所
毎
に
、
避
難
区

域
内
の
自
治
会
や
、
自
主
防
災

組
織
の
役
員
な
ど
か
ら
運
営
委

員
を
選
任
し
て
い
た
だ
き
、
町

避
難
所
職
員
や
施
設
担
当
職
員

を
交
え
た
合
同
訓
練
等
を
行

い
、
円
滑
な
避
難
所
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

先
ず
は
、
事
前
に
避
難
所
運
営

委
員
会
を
組
織
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
に
相
談
し
て
み
た

い
。
な
お
、人
員
の
確
保
で
は
、

避
難
所
に
限
ら
ず
、
災
害
復
旧

や
復
興
作
業
な
ど
の
人
手
が
必

要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
人
員
不
足
を
補
う
た
め

の
臨
時
職
員
の
雇
用
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
、
他
の

自
治
体
か
ら
の
職
員
の
応
援
要

請
な
ど
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
野　

信
正

問　

我
が
栄
町
は
昭
和
33
年
の

水
害
以
来
大
き
な
災
害
は
起
き

て
お
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
起
き

て
い
る
70
年
に
一
度
の
自
然
災

害
を
教
訓
と
し
た
「
避
難
所
運

営
委
員
会
立
ち
上
げ
」、「
避
難

訓
練
の
実
態
」
と
「
全
避
難
所

の
備
蓄
体
制
」
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

避
難
所
運
営
委
員
会
の
立

ち
上
げ
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の

避
難
所
開
設
状
況
に
お
い
て
、

大
雨
や
台
風
等
の
難
を
逃
れ
る

た
め
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て

開
設
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
殆
ど

で
、
避
難
者
の
滞
在
時
間
が
短

い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
立
ち
上

げ
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
避
難
が
長
期
化
す
る
よ

う
な
災
害
が
発
生
し
た
時
の
避

難
所
運
営
を
想
定
し
た
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
、
避
難
所
毎
に
、

避
難
区
域
内
の
自
治
会
や
、
自

主
防
災
組
織
の
役
員
な
ど
か
ら

運
営
委
員
を
選
任
し
て
お
く
こ

と
や
、
町
避
難
所
職
員
や
施

設
担
当
職
員
を
交
え
た
訓
練

等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織

と
、
相
談
し
て
い
き
た
い
。
な

お
、
避
難
所
担
当
職
員
に
つ
い

て
は
、
毎
年
任
命
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
活
か
し
た
訓
練
の
実
施
状

況
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
後
の

平
成
24
年
10
月
に
地
区
別
防
災

訓
練
と
し
て
、
安
食
小
学
校
区
、

布
鎌
小
学
校
区
、
旧
北
辺
田
小

学
校
区
で
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
後
も
、
平
成
25
年
10
月
に
地

区
別
防
災
訓
練
と
し
て
、
竜
角

寺
台
小
学
校
区
で
実
施
。
平
成

26
年
10
月
に
地
区
別
防
災
訓
練

と
し
て
、
安
食
台
小
学
校
区
、

旧
酒
直
小
学
校
区
で
実
施
。
平

成
27
年
10
月
に
地
区
別
防
災
訓

練
と
し
て
、
安
食
小
学
校
区
、

布
鎌
小
学
校
区
で
実
施
。
平
成

28
年
10
月
に
地
区
別
防
災
訓
練

と
し
て
、
旧
酒
直
小
学
校
区
、

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

大
型
台
風
へ
の
備
え
に
関
す

る
進
捗
状
況

災
害
時
の
避
難
対
策
に
つ
い
て
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早
川　

久
美
子

・ 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ

　

い
て

松
島　

一
夫

・ 

武
漢
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に  

　

よ
る
教
育
現
場
へ
の
影
響
と

　

そ
の
対
策

大
野　

信
正

・ 

避
難
所
の
備
蓄
品
状
況
に
つ

　

い
て

野
田　

泰
博

・ 

住
民
が
指
摘
し
た
箇
所
の
安

　

全
確
保
に
つ
い
て

　

８
月
臨
時
会
が
８
月
７
日
に

招
集
さ
れ
、
１
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
２
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
，

３
６
３
万
３
千
円
を
増
額
し
、

総
額
93
億
７
，
６
２
４
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出

で
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
費
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

報
告
第
１
号

　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
３
月
29
日
に
、
栄

町
安
食
３
５
４
９
番
地
２
地
先

町
道
上
に
お
い
て
、
走
行
中
の
車

両
が
、
当
該
町
道
上
側
溝
の
グ
レ

か
れ
た
「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
関
す
る
国
際
的
取
り
決
め
」

い
わ
ゆ
る
「
パ
リ
協
定
」
に
お

い
て
、「
地
球
温
暖
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
出
来
る
限

り
早
く
、
世
界
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
さ

せ
、
21
世
紀
後
半
に
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
と
、
森
林

な
ど
に
よ
る
吸
収
量
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
。」
こ
と
を
長
期

目
標
に
掲
げ
、
日
本
で
も
中
期

目
標
と
し
て
、
２
０
３
０
年

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
、
２
０
１
３
年
度
の
水
準

か
ら
26
％
削
減
す
る
事
と
し
、

２
０
１
８
年
５
月
に
「
森
林
経

営
管
理
法
」
を
成
立
さ
せ
、「
パ

リ
協
定
」
の
目
標
達
成
や
、
災

害
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
の
森

林
整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、「
森
林
環

境
税
」
を
創
設
し
、
２
０
２
４

年
度
か
ら
、
年
間
１
人
１
，

０
０
０
円
が
課
税
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。「
森
林
環
境
税
」は
、

森
林
の
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備

及
び
、
そ
の
促
進
に
関
す
る
費

用
に
充
て
る
た
め
に
地
方
自
治

体
に
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
と

し
て
譲
与
さ
れ
、
本
町
に
お
い

て
は
、
令
和
元
年
６
月
に
「
栄

町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
」
を
整
備
し
、
こ
れ
を
財
源

と
し
て
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

町
道
沿
線
の
森
林
環
境
整
備
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

布
鎌
小
学
校
区
で
実
施
。
平
成

29
年
10
月
に
地
区
別
防
災
訓
練

と
し
て
、
安
食
台
小
学
校
区
で

実
施
。
平
成
30
年
10
月
に
総
合

防
災
訓
練
と
し
て
、
安
食
台
小

学
校
で
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
10

月
に
、
避
難
所
運
営
を
メ
イ
ン

と
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
予
定

し
て
い
た
が
、
災
害
が
続
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
中
止
と
し
、
本

年
度
、
同
じ
内
容
の
も
の
で
、

10
月
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
え
な
い
中
で
、
多
く

の
参
加
者
を
集
め
て
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
と
判
断
し
、
本
年
度
の

総
合
防
災
訓
練
は
中
止
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
２

年
間
、
訓
練
が
実
施
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
現
在
、
規
模
を
縮
小
し
、

例
え
ば
、
今
年
度
に
整
備
し
た

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
を
使
い
、
避
難
所
単
位

で
、
参
加
人
数
を
制
限
し
て
、

組
み
立
て
講
習
会
を
実
施
す
る

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
動
向
に
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
何
か
で
き
る
こ
と
が

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
避
難

所
の
備
蓄
品
の
配
備
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
台
風
や
大
雨
で
、

多
く
の
避
難
所
を
開
設
し
た
経

緯
を
踏
ま
え
、
飲
料
水
や
食
料
、

毛
布
な
ど
の
物
品
は
、
あ
ら
か

じ
め
備
蓄
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
し
て
、
令
和
元
年
度
末
よ

り
、
麻
生
集
会
所
、
興
津
集
会

所
、
矢
口
集
会
所
を
除
い
た
９

つ
の
施
設
内
の
一
角
に
、
備
蓄

品
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て

配
備
し
た
。
更
に
、
本
年
度
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症

対
策
用
と
し
て
、
消
毒
液
、
清

掃
用
具
な
ど
の
衛
生
用
品
や
、

飛
沫
感
染
対
策
用
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
追
加
配
備
を
行
っ

た
。
な
お
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

さ
か
え
や
安
食
台
小
学
校
、
安

食
小
学
校
、
千
葉
県
立
栄
特
別

支
援
学
校
の
避
難
所
に
つ
い
て

も
、
避
難
所
内
に
備
蓄
品
の
保

管
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
て
い

る
の
で
、
現
時
点
で
新
た
な
防

災
倉
庫
を
整
備
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
感
染
予
防
対
策

と
し
て
の
マ
ス
ク
、
消
毒
液
の

準
備
状
況
は
、
マ
ス
ク
、
手
指

消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
、
施
設
消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー

ル
入
り
洗
剤
、
ア
ル
コ
ー
ル
入

り
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

を
用
意
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
補
充
を
行
う
。

野
田　

泰
博

問　

２
０
２
０
年
住
民
税
と

し
て
千
円
徴
収
さ
れ
る
森
林
環

境
税
は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
持

ち
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
い
つ
行
わ
れ
る
の
か
。

答　

森
林
環
境
税
の
導
入
経
緯

は
、
２
０
１
５
年
に
パ
リ
で
開

ー
チ
ン
グ
蓋
に
よ
り
車
両
底
部

を
損
傷
し
た
事
故
の
和
解
等
に

つ
い
て
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議

会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
終

息
が
見
え
て
こ
な
い
中
、
台
風

災
害
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
と
予
断
を
許
さ
な
い
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
感
染
予
防

対
策
や
災
害
の
備
え
な
ど
、
町

民
の
皆
様
も
病
気
や
怪
我
な
ど

に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

住
み
良
い
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
我
々
議
会
議
員
も
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。　

髙
萩
初
枝

そ
の
他
の
一
般
質
問

12 月定例会は、12 月 1 日㈫～ 11 日㈮までを予定しています。
※請願書及び陳情書については、議会運営委員会の審査を受   

けることを原則としているため、11 月 20 日㈮必着で提
出くださるようお願いいたします。
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令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会

３
年
後
か
ら
千
円
の
森
林
税
が

徴
税
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て


